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コンドルは上I灘iのない実聴覚。実体像を使っての鋭明・

討議・教育・報告などに1西ﾘな複数同時観測方式。観測

者の習熟度に関係なく、だれでも明るく正確な実体像が

観測できるよう、各種補正装澄も内蔵しました。眼基線

調整、視鱈凋整、Yパララックス識整、照明装溌と重装

備です。識細な判読作業にも、明るい実体像を二人で確

認できますから、主観の入る余地がなくなりました。
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合母l約な測最機トラコンに、現場作業をさらに正確・迅

速にする最新装側肋ざマウントされました。●糸切れの心

配のない硝子然点鏡●電磁誘導で磁針の静止を早めたイ

ンダクションダンパー●強力･ilfftのチタン合金製"1-

を採用。小さく・1朧いボディはそのままに、多くの機能

を;鰯胃6－屑使利に使いやすく生まれかわりました。

α践石分度／内徴0粥,1．父は30日纏簡度分度／織り1.日#海水平

分度/5'目盛･オーバ・ソク帰鐵●勤迩鯰砲漉/両im澱5'／2雛・
ミラー付＝錘翻辞／正像12倍
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広 葉樹材の利用
一国産広葉樹材の役割一

おがたけん

緒方健＊
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はじめに

1）農商務省山林局編：木材ノ
エ芸的利用,明治45年,大日
本山林会刊

わが国の木材需要（国

産広葉樹材の割合）

＊林業試験場木材部

組織研究室長

最近たまたまフローリング，家具，運動具，細工物などの工場をいくつか見

てまわる機会があった。それらは数百人の従業員がいる大規模なものから，工

場ともいえない職人仕事の零細なものまでいろいろであったが，どこでも共通

して聞かれたことは，国内産の良質の広葉樹の入手難についてであった。「今

やブナ，カバ，ケヤキ等々は貴重品ですよ」とさえいう人がいた。

明治45年に出された『木材ノエ芸的利用』')というよく知られた大著があ

る。山林局長によるこの書の序文には，「わが国には欧米にみないほど多くの

広葉樹の種類があり，蓄積が豊富にもかかわらず，雑木の名の-ドに閑却され，

有効な利用がなされていない。本書はこの雑木利用の開発を目的として編さん

されたものである」という意味のことが書かれている。その“雑木”が今日で

はひっぱりだこなのである。

社寺建築の一部や仏像彫刻などを別にすれば，広葉樹材の利用がはじまった

のは加工用具が発達してきた江戸時代に入るころからといわれるが，この時代

から明治時代までは量的にとるに足りないものであったろう。洋風文化の普及

とともに大正から昭和初期にかけてその利用はしだいにさかんになってきた

が，飛躍的に需要が増したのは戦後のことである。そして昭和40年代に入る

と有用広葉樹資源の枯渇の心配があちこちから出はじめるようになった。これ

はちょうど戦後の針葉樹の拡大造林に対する批判，反省が出だしたのと期を一

にしているように思える。今日，広葉樹のもつ公益的機能をも含め，その価値

についての認識が改められつつある。雑誌『山林』は昭和48年から50年にか

けて「広葉樹特集」を行ない，各分野の専門家，行政担当者によって広葉樹問

題が総合的に論じられている。最近，林野庁や各県，またそれぞれの研究機関

も広葉樹問題を積極的にとりあげ出した。

わが国の年間木材需要は，この数年1Igm8強であるが，そのおよそ3分の

2は米材，ソ連材，南洋材を主とする外材で占められている。その中で国産広

葉樹材の需要は薪炭材，猪木を別にして，約13％（1,333万1n8,昭52)2)であ

る。しかしそのかなりは木材チップ･パルプ用に向けられ，製材（336万m3),

合板（66万m3),その他(44万m3)は合わせて446万nl3で，総需要の4.5%
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針葉樹材と広葉樹材の構成要素の比較

針葉樹材

繊維（％） 89.1（イヌマキ）～98.6（コウヤマキ） 32.1（ブナ）～83.2（アオダモ）

平均繊維長（m、） 2.2(ｲﾁｲ）昌擢解冥乳ｧ） 0．7(イタヤカエデ)～1．9（イスノキ）

道管（％） 4．7（アオダモ）～52.0（カツラ）

道管径（

放射組織

接線方向の最
大径，m、 ）

(仮道管）
0．03（ネズコ） ～o､06（カラマツ）

｜‘･(…ﾏ率)~,｡"ﾁゞｩ）(％）

放射組織の幅（最大列)’！

軸方向柔組織（％） 0.2（ヒバ）～4．9（イヌマキ）

0.03（ツケ）～0．25（クリ）
～o､40（ラワン）

|､，(…)～'"(ﾔﾏw'ﾗ）
1（トチノキ）～25（ミズナラ）

0．2（ドロノキ）～36.9（キリ）

平均比“（燕)'｡"(…）ご:罵獅乳）
0.29(キリ）
0.16(バルサ）

~0.92(アカガシ）
～1.24(リグナムヴァイタ）

注：数値は主として「日本の木材｣8)による

に満たない。しかもその供給量は年々減少の傾向にあり，量ばかりでなく質の
2）林産行政研究会，林野庁監

低下が目立ちはじめている。 修：木材需給と木材工業の現

外材の中で米材，ソ連材は針葉樹材を主体とし，国産針葉樹材と競合的な立一況(昭和54年版）
場にある。それに対し南洋材はほとんどが広葉樹材で，年間約2,000万rn3が3)木材工業編集委員会編：日

本の木材,昭和41年，日本木

輸入されているが，国産広葉樹材とは用途がややずれており，代替的に用いら材加工技術協会刊

れることはあっても，今後も完全に競合することにはならないと思われる。

教科書的になるが，広葉樹材の特性の理解のために，その構造上の特徴を針

葉樹材と比較してみる。表に示したごとく，針葉樹材では，大抵の樹種におい

て,構成要素の90～95％以上が繊維（仮道管）からなっている。その他の主要

素として放射組織があるのみで，これも繊維中に埋まった，幅がせまく(単列)，

高さの低い小さい組織にすぎない。ほかに樹種によって樹脂細胞や樹脂道をか

こむエピセリウム細胞という軸方向柔組織があるが，構成的にはマイナーな要

素である。主要素の繊維の形態的変異も少なく，いってみれば，針葉樹材は生

物体として驚くほど単純，均質な構造をもっている。針葉樹材が利用しやすい

ゆえんである。

系統的に針葉樹より進化した植物である広葉樹では，諸機能が分化，発達し

て，材の構造も非常に複雑である。まず，支持組織としての繊維と水分通導組

織としての道管が分化している。広葉樹材を見分けるのには道管の有無を調べ

るのが最も簡単，確実な方法で，木口を削ってルーペで見ればよい。道管は樹

種によって大きさ，分布数，配列のしかたが異なる。ツゲでは道管の直径（接

線方向）が0.03mmほどしかないが，クリやさらにラワンではその10倍かそ

れ以上もある。分布数もオニグルミでは3～8/mm2と少ないが，ブナ，ホオ

ノキ，カツラなどでは100～170/mm2もある。材質が絨密だとか粗いとかいう

のは，ほぼこの道管の大きさと分布数できまる。道管の木口における配列のし

広葉樹材の材質（針葉

樹材との違い）
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国産広葉樹材と南洋材

かたも樹種によって異なり，散孔材,環孔材,放射孔材,紋様孔材などに区別さ

れる。

広葉樹材ではまた瀧分貯蔵場所としての柔組織（幹の水平方向の放射組織と

たて方向の軸方向柔組織)がしばしばよく発達する。放射組織は，クリやトチノ

キでは単列のみで，高さも低く，肉眼ではその存在がわからないほどだ力貫，ブ

ナ，ミズナラ，カシ類などでは幅，高さともきわめて大きいものが存在し，い
とらふかしめ

わゆる虎斑（柾目面）や樫目（板目面）となって現われる。軸方向柔組織も

量，分布の様式がさまざまで，これはとくに熱帯産材に発達の著しいものがあ

る。いささか説明がくどくなったが，針葉樹材の構造の単純さにくらべて，広

葉樹材は千差万別，驚くほど多様で，これまた生物の不思議さを示していると

いえる。これに加えて，軽軟なものから重硬なものまで，淡色のものからさま

ざまな色調のものまで変化に富む。それだけに構造の単純な針葉樹材にくらべ

て加工しにくい場合が多いが，一方樹種ごとの利用的性質の違いからくるおも

しろさは，とうてい針葉樹材には求めることができないものでもある。

上に広葉樹材の職造が複雑，多様なことを述べたが，温帯産広葉樹材（国産

広葉樹材）と熱帯産広葉樹材（南洋材）をくらべてみると，後者が前者よりひ

とまわりさらに多様性を示す。高温，高湿の熱帯では温帯より植物の生活形が

多様なように，木材の椛造も樹種によって単純なものから複雑なものまでいろ

いろな形態をもつということであろう。木材の重さにしてもキリより軽いもの

があるかと思えば，カシより重いものもざらである。色調もまた温帯産材には

みられないほど色彩豊かである。

しかしどういうわけか，南洋材の主産地であるボルネオからニューギニアの

赤道周辺地域には，装飾的な価値の高い銘木が少ない。くわしく調べたわけで

はないが，銘木的な樹種は，熱帯でも乾季と雨季があるモンスーン気候地帯に

多いらしい。チーク，シタン，コクタンなど唐木と呼ばれたものの産地が一般

にそうであるし，今日，アフリカから銘木が多く輸入されているのもこのこと

と関係があるかもしれない。あるいはまた銘木を多く産するマメ科の樹木が，

熱帯の多雨林地帯よりもモンスーン気候帯に多いのか，マホガニーなどを産す

るセンダン科で，優良な樹種がアジアから太平洋地域には少ないことが原因な

のか，などとも考えられる。

いずれにしても，南洋材には銘木的なものは少なく，ラワンを代表とする南

洋材の一般的な特徴として，①年中高温多湿な環境に生育するため，生長の

節目である生長輪(年輪)がはっきりせず，全体がしまりなくみえる，②淡色

のもの，濃色のものがあるにしても，単調な，変化のない色調で，魅力に乏し

い，③道管径の大きい樹種が多く，粗雑な印象を与える，④材質は強靱さに

欠け，物理的性質においてはやや針葉樹材に似たところがあるといわれる，⑤

木理が交錯している場合が多く，逆目を生じ，きれいな仕上がり面が得にく

い，などがあげられる。

これを裏返せば国産広葉樹材の良さである。すなわち，①樹木の年輪の存



在は常識として我々の生活にとけこんでいるばかりでなく，柾目板，板目板と

いう使い方を尊んできた日本人にとっては，年輪は大切な要素である。広葉樹

材では，とくに環孔材においてその特徴が顕著である。なお，熱帯産材では環

孔性を示すものがきわめて少ない，②色調の変化こそそれほどはでではない

が，それぞれの樹種で落ち着いた，しっとりとした味わいと品格をもつ，③散

孔材では道管径は一般に小さく，材質が織密で，環孔材の場合もケヤキやミズ

ナラにみるごとく，粗な部分と密な部分がうまく調和して，豪壮な美しさを示

す，④針葉樹材，南洋材にない強靱さをもつ樹種が多く，曲げ，衝撃などに

対して強い，⑤一般に木理が通直で，きれいな仕上がり面が得られる，しか

し,南方的要素のあるクスノキ，タブなどでは木理がやや交錯することがある。

以上は南洋材の欠点，国産広葉樹材の長所という形でその特徴をあげた力武，

通直,大径で，20～30mもの枝下高をもつ南洋材は，概して樹形の貧弱な国産

広葉樹材に比して，たとえば合板原料としてははるかにすぐれている。わが国

の合板産業は南洋材によって支えられてきたといって過言でなく，外観の美醜

や素材の強度をあまり問わない合板などの用途には，南洋材は最適といえる。

そのほか，実際には国産広葉樹材の代替材として,建築造作材,一般家具材など

に素材のままで多く用いられているが，利用のしかたによっては，決して国産

広葉樹材とは競合するものではなく，針葉樹材がそうであるように，この二者

は異質のものと考えてよいであろう。いいかえれば,南洋材は,それを構成する

樹種は非常に多いけれども，樹種の細かな差は問題にしない使い方が一般にな

されている。それに対し，国産広葉樹材は，樹種ごとの特性を生かした，きめ

細かい利用のしかたがこれまでもされてきたし，今後もなされるべきである。

南洋材にくらべて賛源も乏しく，原木価絡も高くなりがちな国産広葉樹材

は，できるだけ有効に利用されなければならないのは当然である。こういう意

味での国産広葉樹材の2，3の利用例をあげてみる。
むく

1．素材のままの利用

最近は“伝統家具"，“民芸家具”といったムクの材料の家具の愛好者が増え
さしもの

ているらしい。戦前までは家具といえばたんす，机，鏡台などいずれも指物と

呼ばれる職人の手作り製品であったが，戦後は合板をたいこ張りにした大量生

産家具が，生活の洋風化とともに普及してきた。しかし，全般に経済的な多少

のゆとりが生じるに従い，“本物の良さ"，高級品志向がムクの家具へ目を向け

させることになったらしい。ただし，価格も相当なもので，たんす1本が最低

数10万円からときには1千万円もする美術工芸品的なものまである。家具に

限らず，細工物，彫刻，楽器，運動具などにおいても，ムクのままの木材の，

しかも国産広葉樹材の，価値高い用途がなお多く存在する。ゞ

2．化粧単板（つき板）としての利用

わが国では1分13枚づきとか1分18枚づきとかいって，木材を薄くスライ

スする技術が非常に進み,今日では家具の表面や建築内装用には厚さ0.2～0.3

mmほどの薄づき単板がもっぱら用いられている。薄くすればするほど木材の

5

国産広葉樹材の有効利

用

幸
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広葉樹造林に関する私

見

4）林野庁委託調査報告書，広

葉樹資源の役割と施業技術;こ
関する調査,昭和55年,大日
本山林会

利用度は高くなるわけだが，極端に薄くすることは品質の低下を免れない。欧

米では家具などにもふつう0．6～0.8mmの厚づきが用いられているというこ

とである。品質表示をはっきりして，使い捨てではなく良いものを長く使うと

いうことが，結局は資源のむだ使いをなくする道であろう。

3．集成化利用

テニスのラケットの枠や体操用具のふみ板，吊輪はブナ，ヤチダモ，カバ，

カエデ，ミズナラのような曲げに耐え，強靭な材質をもつ広葉樹材の単板を何

枚も張り合わせて作られている。こうすることによりさらに強度を増すことが

できる。このような用途には針葉樹材や南洋材は代替できない。また同様に単

板を多く重ね合わせ，素材では得られない自由な形状に成型加工したすぐれた

デザインの家具も生産されている。そのほか，最近の強力な接着剤の開発と接

合技術の進歩によって，小径材，短尺材，曲り材，工場端材なども集成化して

有効に利用することが進むであろう。

ほかにもまだまだ有効な利用のしかたがあるであろう。各地をまわってみる

と，都会の生活の中では何となく忘れられている国産広葉樹材が地方では生き

生きと利用されているのを見ることができる。農山村産業の振興のうえから

も，広葉樹資源の維持，育成は重要である。

造林に関して，単に木材資源というだけの面からは，広葉樹は針葉樹より不

利な点が多い。かつてユーカリ，コバノヤマハンノキ，ポプラなどが広葉樹早

成樹種として宣伝されたが，あまり成功した例はないように思える。造林する

とすればどのような樹種を選ぶかは，むずかしい問題である。単に生長だけを

いうならば，年中高温多湿な熱帯のほうが明らかに有利である。林業試験場で

試験のために採集したニューギニアのカメレレ（ユーカリの一種）の造林木

は，7年生で樹高36m,枝下高20m,樹幹下部の直径45cm,枝下部の直径

33cmというすばらしい生長を示していた。積極的な熱帯造林が望まれる。

国産広葉樹材は，その利用の歴史の中で，先人たちの経験によって，樹種ご

とにその材質に応じた適切な利用がなされてきた。わが国には広葉樹の種類が

多く，材質も多様で，価値の高い使われ方をするものもあれば，それほど重要

でなく，南洋材で代替できるものもある。筆者は，多くある広葉樹を材質的な

見方からいくつかのグループに分け，それと用途との対応を考えてみた&)。そ

れからすると，常識的な答えではあるが，散孔材としてはブナ，カバ，サク

ラ，カエデなど，環孔材としてはミズナラ，ケヤキ，ヤチダモ，シオジなどが

高い利用価値をもち，かつ国産材的特徴を最もよく現わしているという結論を

得た。針葉樹に関する研究は多いが，広葉樹についてはわかっていないことが

多い。いわば研究の宝庫である。＜完＞
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加 藤隆

寡占化の進むｱﾒ'ﾉｶﾜ沐材産業

1°はじめに

アメリカの木材関連産業には，わが国やヨーロッパ諸

国とは比較にならないほどの大規模な企業が多い。たと

えば，毎年「フォーチュン』誌に発表されるアメリカ産

業界のピッグビジネス，上位500社のリストには，ボイ

ス・カスケード社，インターナショナル・ペーパー社，

ウェアハウザー社などわが国に輸出される米材丸太の大

手シッパーとしてなじみの深い企業が20社以上も名を

つらねている。そしてこれらの大手企業のほとんどは，

製材，合板，紙・パルプをはじめ主要な木材製品のあら

ゆる部門に進出しているだけでなく，林地の所有，経営

といった原料段階から住宅建築，紙製品の販売など最終

消費段階に至るまでの垂直的統合化を高度に進めてお

り，名実ともに木材総合企業として活発な企業活動を展

開している。

しかし，こうしたアメリカの木材関連産業も発展の初

期から大手企業が支配的な地位を占めていたわけではな

い。歴史的にみると，1940年代までは,個々の企業の活

動分野は比較的狭い範囲に限られていたし，市場シェア

も鉄鋼，自動車など寡占化の進んだ他産業に比べるとか

なり低い水準にとどまっていた。とりわけ製材部門に関

しては，少数の大手企業のほかに約2万にものぼる中小

企業が存在しており最も競争の激しい産業の1つである

といわれていたのである。

では，アメリカの木材産業は，どのような過程を経て

1940年代までの競争的市場から,今日のように大手企業

が主導権を握るような寡占的市場に移行してきたのであ

ろうか。本稿では，以上のようなアメリカの大手木材企

業の1950年代から1970年代にかけての急速な成長過程

とそれに伴って現われてきた市場構造の変化についてみ

ることにしよう。

’

2．大手企業の急速な成長と吸収合併

1947年の統計によると，この当時の大手企業の主要製

品部門別生産シェアは，それぞれ上位4社で製材品が6

影以下，紙・パルプが15影，針葉樹合板が20%であり，

すでに独占化ないし寡占化の進んでいた他産業に比べ極

めて低い集中度しか示していなかった。一方，各社の生

産活動もある程度多様化が進んでいたとはいえ，たとえ

ばウェアハウザー社は製材品と合板，インターナショナ

ル・ペーパー社は紙・パルプ，チャンピオン・インター

ナショナル社（当時のU.S.プライウッド社）は合板と

いうように，その主要部門がかなり明確に分かれていた

のである。

ところがこうしたアメリカ木材産業の組織織造は，

1950年代以降，とくに1960年代後半に入るとドラステ

ィクな変化をみせはじめる。それは，一口でいえば，コ

ングロマリット旋風といわれたアメリカ産業界の合併ブ

ームの中で，木材産業においても大手企業が積極的な吸

収合併と設備投資に乗り出し，規模拡張と垂直的・多角

的統合化を急速に進め，それに伴って大手企業による産

業全体の支配体制が強化されはじめたことである。

この過程の全貌を明らかにすることはできないが，最

近発表された調査結果によると，コングロマリット企業

と呼ばれるような他産業から木材部門に新規参入してき

た企業を除く大手木材企業12社の1950年から1970年

までの20年間における吸収合併の総件数は，実に424

件にものぼっている。これを1社当たりの件数でみると

少ない会社でクラウン・ゼラバック社の6件，多い会社

になるとボイス・カスケード社の83件，ジョージア・

パシブィック社の86件にも達している。また，こうし

た大手企業による吸収合併を連邦取引委員会の方式に従

って分類すると，林地取得による原料供給の安定化，あ
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表･1類型別合併件数（1950-1970） 表･2生産の集中度ﾕ） （単位：％）

７
６
６
４
．
７
７
０
４

年
堅
”
鮨
”
聖
％
”
”

１
１
１
１
１
１
１
１鋤４．

別
上位
ｊ
ｊ

ｆ

門
脇
《
柵
紳
》

吐
吐
諏
巍
郷
御
幽
抄

部
品
品
樹
樹
板
用
く
テ

鵜
灘
細
溌
《

’ |中位|高位唾
－
６
調
如
喝
坐
一

53

81

48

424 100．0

注 1）集中化の程度は,JSベインの分類方法によ

る。低位が上位8社で45％未満，中位が45～85

％高位が85％以上

注：1）取得会社と被取得会社とが，生産・販売において

機能的に関連をもっているが，互いに直接競合し

ない製品を扱っている場合。たとえば，製材品と

合板など

2）取得会社と被取得会社とが，同一製品を生産して

いるが，異なった地理的市場で販売している場合

3）取得会社と被取得会社との間になんらの職入，販

売関係もなければ，生産・販売において機能的に

関連していない製品を扱っている場合。たとえば，
合板とウィスキー

場合によっては，木材産業以外の分野への進出まで行な

われる一方で，他産業からも木材部門に新規参入してく

るというような史上最大の合併ブームをむかえたのであ

る。その後,1970年代に入るとアメリカ産業界全体の

行過ぎた合併を規制するために反トラスト法とその運用

強化がなされ，木材産業における合併活動も大きな後退

を余儀なくされるが，それでも1950年代の初期に近い

ペースでの企業間合併は，今日においてもなお進行して

いる。

かくしてアメリカの木材産業は，1950年代以降の合

併活動を挺子として表.2にみられるように大手企業へ

の生産集中が進み，その結果，全体として従来のかなり

競争･的な市場椛造から寡占的市場構造へと移行してきた

のである。もちろん，石油や電算機など高度に集中化の

進んだ産業に比べるとこの程度ではまだかなりの競争が

展開される余地を残した弱い寡占構造下にあり，したが

って同業者間の相互依存関係が存在しても比較的軽微

で，市場支配力もあまり強くないということができる。

とくに製材品などは，上位10社の集中度が28％程度で

ありまだ完全競争により近いとみることもできよう。し

かし，こうした製材部門も趨勢的には，明らかに寡占的

市場に変化しつつあると考えられるのである。

るいは専属的な販売路を確保するための垂直的合併が

42％，市場シェアの拡張を図るための水平的合併が

28％，さらに異なった製品部門への新規参入を目的とす

る多角的合併が30％となっている。すなわち，この期

間に大手木材関連企業は垂直的合併を中心に原材料から

最終製品までの生産，販売体制の統合化を進めながら，

水平的合併を通じて市場占拠率の拡張を図り，その一方

で他の関連製品にまで進出して経営を多角化させるとい

った成長過程をたどってきているのである。もちろん，

他方ではいまひとつの企業成長の有力な手段である設州

投資も活発に行なわれてきている。しかしながら，既存

の企業を買収するほうが時間的に手っ取り早いだけでな

く，新規参入の方法としても確実であることなどから，

相対的な重要度では，吸収合併のほうが企業の成長戦略

においてはるかに大きな役割を果たしていたのである。

たとえば，合併により飛躍的成長をとげた企業として有

名なジョージア・パシフィック社とクラウン・ゼラバッ

ク社は，いずれも1958年に板紙あるいは段ボール製造

工場を建設して紙・パルプ部門への突破口を開いた後，

次々と既存の縄仮売，2次加工企業の買収を進め，わず

か10年ほどの間にこの部門での売上高を数倍に伸ばし

ている。また，インターナショナル・ペーパー社やセン

トレジス・ペーパー社などの紙・パルプ企業も，合併を

通じて製材，合板部門への本絡的進出を果たしている。

このように1950年代に入って活発化した大手企業に

よる吸収合併は，1960年代になるといっそう加速的と

なり，とくに1960年代後半には手当たり次第合併して

3．合併の誘因

いうまでもなく吸収合併は，様々な局面で当該企業に

有利な条件を与える。たとえば，水平的合併は，市場シ

ェアを高めそれだけ厳しい競争を繰り広げる必要をなく

するし，垂直的合併は，原材料の安定的確保や固定した

製品出荷先の盤得璽あるいは取引費用の節約を可能とさ

せる。また多角的合併によって製品を多様化した企業

は，景気変動期においても全体として安定した所得をあ

げることができるようになる。それに，いずれの形態の

合併であっても規模が拡張すると資本金の増額など資金

別

垂直的合併

蕊鱸＃
製品拡張ﾕ）
市場拡張2）
その他3）
類型外

件数｜割合(％）

179

117

125

57

7

61

3

42.2

27.6

29.5

13.4

1．7

14．4

0．7
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調達の面で有利な立場を得ることができる。

ところで，木材･産業に関しては，以上のようにどの産

業にも共通するような合併の有利性に加え，独自の有利

性が存在していたことがいくつかの報告によって明らか

にされている。それは，林地取得を伴う合併によって実

現されるもので，大手木材企業が活発な吸収合併を行な

ってきた最も重要な誘因であったといわれている。すな

わち，①立木価格の長期的上昇による高い伐採収益の

漉得と，②それに対する税制上の優遇措置の適用であ

る。

まず，①についていうと，20世紀の初めから，アメリ

カにおける立木の相対価格が，長期的にかなりの上昇傾

向を示してきていること（たとえば,1910年から1970

年にかけてのダグラスファー立木の相対価格の上昇率

は，年平均3.5％であった)，さらにその中で,大手企業

の自社有林伐採による収益が企業所得の大きな部分を占

めるようになり，近年，大面積の林地を所有する企業に

一般投資家の注目が集まっている，といった事実によっ

てその重要性が端的に知られよう。

次に②の伐採収益に対する税制上の優遇措置とは，あ

る企業の保有する林木が自社の加工工場に振り向けられ

た場合，伐採された林木の市場評価額から当初の取得費

用と伐採までに要した諸経費を差引いた額を，資本利得

税(Capital-gainstax,通常30%)の課税対象にするこ

とを認めるというもので，当該企業に2重の意味で有利

な条件を与えている。すなわち，その適用によって高率

の法人所得税(Corporateincometax,大手企業は通常

48％）を回避することができるばかりか，伐採された林

木の市場評価額を意図的に引き上げて申告することによ

り，製品の加工，販売活動から生じる利益，つまり法人

所得税の課税対象額を低め（伐採された林木の市場評価

額は，そのまま製品加工段階では費用となる)，その分

を資本利得税の対象額に転嫁し，企業全体の税金の支払

総額を削減することが可能になるのである。たとえば，

『ジャーナル・オブ・フォレストリー』誌に発表された

アメリカ財務省の税務担当者の論文によると，木材関連

業界の法人企業が，1976年においてこの税制_この優遇

措置によって得た利益総額は，山林局予算の直接支出の

50影に相当する2億ドルにものぼるうえ，大手企業がそ

の最大の受益者になっていると述べられている。大手企

業の林地取得を伴う合併の誘因として，資本利得税の適

用がいかに大きな意味をもっているかを推察することが

できよう。

4．林地集積と市場支配力の強化

このように大手木材企業の成長過程で林地取得を伴っ

た合併は，極めて重要な意味をもっているのであるが，

では，林地集砿が現在どの程度まで進んでいるか，さら

にそれが市場椛造にどのようなインパクトを与える可能

性があるかをみておこう。

表･3は，『フォーチュン」誌のリストにのったアメリ

カ産業界の上位500の企業から，1970年の資産評価額

が5億ドル以上で，木材関連業を経営の主体としている

企業,12社の林地所有面職の推移を示したものである。

これによると，大手12社の林地所有面職は，1950年に

は1,005万エーカー(407万ha)であったものが,1977

年の3,720万エーカー（1,505万h副）へと約2,700万エ

ーカー(約1,100万1';')もの増加をみせている。ところが

・その一方で，この表の最下棚に示した総会社有林面談

は，同期間に約840万エーカー（約340万l職）の増加し

かみせていない。この増加分は，おそらく小規模私有林

からの買入れによるものであろう。とすると，2,700万

エーカーにのぼる大手12社の所有林面談の拡張は，そ

のほとんどが企業合併を通じて取得したものということ

になる。合併による林地集積がいかに急速に進行してき

ているかが知られよう。かくして大手12社の会社有林

総面職に占める割合は，1950年17％，1970年48％，

1977年55％と5割を越えるほどに高まってきているの

である。とくに地域的にみてわが国に輸出される米材丸

太の産地である西部における大手12社の会社有林而破
自

に占める割合は81％，また私有林面砿に占める割合は

表･3大手木材企業の林地所有面識の推移と丸太自給率

（単位：100万エーカー，％）
凸

Ｊ１率
記
的
娼
弱
編
記
画
誰
娼
扣
”
卵
一
一

給自企業名

BoiseCasc,型色

ChampionInternational
CrownZellabach

GeorgiaPacific
InternationalPaper
Kinberly-CIark
Mead

St・RegisPaper
ScottPaper
UnionCamp
Westavaco

Weyerhaeuser

l2社計

会社有林而職

６
５
６
５
２
８
０
８
５
０
０
０

１
０
４
０
６
５
２
４
．
０
７
４
．
３

Ｄ
Ｏ
Ｄ
●
。
●
●
●
●
■
。
●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
０
０
１
０
０
０
２

1．73

1．97

1．63

3．50

7．00

1．50

0．68

3．94

1．64

1．65

1．14

5．60

2．63

3．08

1．88

3．90

8．50

1．00

1．37

3．15

2．96

1．68

1．18

5．87

｜
’ |‘7981

注：1）1977年における年間丸太消淡、に対する自制清林成長

獄の割合

2）1952年の数値

1..051副98 37.20
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35％にも達しており，同地域の丸太供給は，ほぼこれら

企業に掌握されつつあるといっても過言ではないであろ

う。

ところで，このように垂直的・水平的合併を通じて林

地集積が進展してくると，それは競争制限的効果，すな

わち市場支配力の強化をもたらす可能性を大きくさせ

る。たとえば，林地集職を進めて原料のかなりの部分を

自給するような生産体制を整えた企業は，量的，質的に

ある程度希望する内容の丸太を安価に入手することがで

きるばかりか，その不足分を公有林入札に依存するにし

ても，市場の趨勢に応じた弾力的対応が可能となり，常

に強い市場競争力を発揮することができるのである。し

かしその一方では，会社有林産丸太に対する大手企業の

支配が進めば進むほど残された小規棋私有林産と公有林

産の原木市場の安定性が失われ，林地を所有しない非統

合企業の経営は窮地に追い込まれ，場合によっては市場

から排除されてしまうであろう。西部の公有林入札にお

いて，小規模な製材・合板会社が原木市場での競争力を

失い，倒産または，大手企業に吸収されるといった事態

は，この典型的な例といえよう。

また，このように林地所有ということが木材企業経営

の鍵を握るようになってくると，新規参入を図ろうとす

る企業は，当初から一貫生産体制を整えることが不可欠

となり，それだけ木材産業への参入障壁を高めることに

なる。第2次大戦後，木材関連産業に新たに進出してき

た企業をみても，いずれも石油精製，通信機器部門（た

とえば,Mobil社,ITT社）などでの余剰資金によって

大面積の林地を多額の買収資金で雄得したものであるこ

とがこのことを裏づけている。

5．むすび

以上みてきたように，アメリカの木材産業は，1950年

代以降，活発な吸収合併と設伽投費を通じて規模拡張と

垂直的・多角的統合化を図ってきたが，このことは，木

材産業の寡占化の度合を強めるという結果をもたらして

きている。その過程では，とくに高い収益の確保が約束

されるばかりか税制上の優遇措榧を受けることができ，

かつ丸太の安定供給を実現させる林地取得を伴った合併

が重要な役割を果たしてきている。しかも林地集積によ

る原料支配は，大手企業の市場支配力の源泉となる可能

性を内包しているのである。

このようなことから，今後も，立木価格の長期的上昇

による自社有林伐採からの高収益の独得がつづく一方

’

’

で，それに対する資本利得税の適用がなされるかぎり，

大手企業を中心とする林地集積は依然として進行すると

思われる。そして集積された大面職の林地から生み出さ

れる余剰資金を背景に活発な吸収合併が繰り返され，現

在よりもいっそう集中度の高い寡占的市場が形成されて

ゆくと予想されるのである。一方，もし事態がこのとお

りに推移したならば，当然のことながら，すでにウェア

ハウザー社を筆頭とする少数の企業による寡占体制の確

立した対日輸出丸太とチップの市場においてもさらに集

中化が進行すると考えられる。このことは，とりもなお

さず，将来のわが国の木材市場に対するアメリカ大手木

材企業の支配力が，日本商社への販売鰍のコソトロール

や価格引き上げを通じてより強く現われてくる可能性が

あることを意味しているのである。

（かとう’たかし・林業拭験場経営部）
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愛知県における

"水源基金，の設立と事業の
実施状況

三重県

、

はじめに

近年，社会経済の進展に伴い，水需要は増大の一途を

たどり，水資源の開発・安定的な確保が重要な課題とな

ってきている。このため，ダムの建設をはじめ各種対鎖

が講ぜられているが，補償問題等が原因して計画どおり

進行せず，依然として水不足は慢性化している。

一方，森林は，国土保全，水源かん蕊等の公益的機能

を発揮して，下流域の発展に大きく貢献していて社会資

本としての認識が急速に高まってきている。中でも水源

かん養機能の高揚の必要性は，水需要の増大とともにそ

の要請が高まってきた。

このような情勢のなかで，本県においては，県内の璽

要水系である矢作川水系および盤川水系における治水，

水資源の確保を図るため，流域共同体の斌激の上に立っ

て，上下流が一体となり財団法人の水源基金を，豊川水

系は昭和52年12月17日，矢作川水系は翌年2月10日

に設立し，本年度で4年目を迎えたので概要を報告す

る。

1．設立までの背景および経緯

本県の昭和48年における水の総需要量は，約37億t

であったが，昭和60年の総需要量は，およそ50億tと

推定しており近い将来には深刻な水不足が予想される。

とりわけ,県内の水源に依存している豊川水系の昭和60

年における新規水源開発必要水量は，毎秒7.6tが見込

まれており，ここ数年来渇水期には，大幅な節水を行な

って辛うじて需給のバランスを保っている状態である。

また，矢作川水系においても，トヨタ自動車産業をはじ

めとする内陸工業の進展およびこれに伴う人口の急増に

よって，水需要は増大し昭和60年における新規水源開

発必要水量は,毎秒6.3tが見込まれ50年代後半には水

水源基金概要図
’

不足が予想されている。

以上のように，両水系とも新規に水源開発の必要にせ

まられているが，今後水源開発を行なうに当たって，ダ

ム建設に伴う水没関係住民の生活再建を中心とする対策

を推進するとともに，水源地域を含む山村全体に対する

施策を併せて識ずることが必要であり，しかもこの対策

は，流域の上流地域と下流地域の連携によって進めるこ

とが肝要であるという気運が芽生え，両地域においてそ

れぞれ研究検討が重ねられてきた。その主なものは次の

とおりである。

（1）矢作川流域においては，流域全体の共通する課題

に対処し，新しい地域づくりを進めるため，関係市町

村（長野県および岐阜県の町村を含む）と学識経験者

をメンバーとする「矢作川流域開発研究会」を組織

し，流域共同体への気運が醸成されてきた（46年～

現在)。

（2）豊川流域では流域共同体の構想が東三河の民間研

究団体（商工会議所が中心）から提言され，徐々に気

運が醸成されてきた（49年から)。

一方，県においても，これらの研究提言を踏まえて，

次のような対策を講じてきた。

（1）県地方計画(1976～1985年の県主要事業の計画を

示したもの）の水の確保と利用の中で「水資源を確保

するうえにおいて，今後は水源地域対策と併せて森林

の水源かん養等にも配慮した水源基金の制度を下流受

益者の協力のもと創設する必要がある」と流域共同体

への方向を示す計画が組み込まれた（51年)。

（2）水源基金制度の創設について，たびたび県議会で

質疑応答が交わされた。

すなわち，昭和50年9月議会において山村選出の

議員から嗣川水の重要度がますます高まり，森林の

水源かん養擬能が重視されなければならない時期に直
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面している。（中略）林業の産業としての弱さと森林

に対する水源かん養磯能の増大の要請というギャッ

プ，つまり林業だけでは負担しきれない費用の負担に

ついて次のように提唱する。1つは，関係地方自治

体，下流受益者などにより分担することとし，流域全

体の共同意識を高め，かつ水に対する認識と理解を深

めること。2つ目は，この費用負担制度は，主目的で

ある水源地域の森林の造成管理を適切に実施し，費用

負担の均衡および合理化を図るため流域ごとに水源林

造成基金という機関を設置し，運営することが適切で

あると考える。以上2点はこれからの本県水資源の健

全な確保につながる要諦と確信し提唱する」と質問さ

れた。

これに対して，知事は「大変興味のあるそうして意

識のあるご提案だと思う」と受けとめた。

この質問を契機として昭和51年までに山村選出議

員および都市選出議員から水源基金制度に関する質問

がたびたび出され，具体的な動きが出はじめた。

（3）林業推進の一環として，昭和50年12月林業関係

職員で森林造成甚金制度を研究するプロジェクトチー

ムを編成し，森林の公益的機能の面からの応益負担に

関する研究を51年3月までの問6回行ない骨子を作

成した。

このよう芯背景を踏まえて，昭和51年4月県庁内に

企画部水資源対策室を主管課として，水源開発を円滑に

推進するため，水源地域における水没関係住民の生活再

建や生活避難の整備をはじ跡，森林の水源かん蕊機能の

強化等を目的とした蛙金の設置について検討する「水源

推金研究会」を次に挙げる課室長で構成し，実務的な作

業を進めるため下部に課長補佐クラスで作業部会を設

財,さらに細部の事務を進めるため分科会を設けて,研
究会2回，作業部会4回，分科会9回を開催して，同年

10月「水源基金制度について」の試案を作成し，直ち

に関係市町村に対する説明を開始した。

水源基金研究会構成員

総務部：＊財政課，文書課，＊地方課

企画部：企画課，＊水資源対策室

農林部：水産課，＊林務課，＊治山課

農地部：耕地課，農業用水課

水道局：企画室

（*印は分科会のメンバー）

試案の内容は，後述する水源基金の内容とおおむね同

じであって，51年10月水系別に市町村企画担当課長会

議を開催して，水源基金設置の趣旨，事業内容，財源の

負担方法等を説明し内部調整を求めた。市町村において

は，内部検討はもちろんのこと地域ごとに連絡調整を図

り，設立されるまでの約1年間に水系ごとに数回の企画

課長会議を開催して意見調整を図るとともに，地域で開

催される市町村長の会議でも協議を重ね，水源基金を設

立する体制が整えられて設立者会議を開催し，関係市町

村と県の合意により設立の運びとなった。

ここで調盤の段階で議論されたもののうち主なものは

次のとおりである。

＜上流部の意見＞

①森林に対する事業は基本的には認めるが，これを

認めればダム建設を認めることになりはしないか。

②森林対策の幅を広げるとともに森林だけではな

く，たとえば医療機関の整備，公民館の建設等も組め

込めないか。

③上流部の負担は基本財産だけにできないか。

＜下流部の意見＞

①基金制度には賛成である。

②森林対策の必要性は理解できるが，本来林業行政

で対処すべきものではないか。

③現行林業行政ではどのような事業を行なっている

のか。

④森林対策は，分収林方式を基本とすべきではない

か。

⑤山村に対する応益負担の必要は認めるが，なぜ森

林対策だけに限定したのか。

その他負担方法，利水についての意見もあった。

2．水源基金の内容

蕊金は，流域ごとに豊川水源基金と矢作川水源基金が

設立されたが，内容はすべて同じものである。したがっ

て，以後豊川，矢作川の名称は，当該川とする。

（1）基金の形態

財産運用によって一定の目的を遂行する組織形態とし

て，また自治体の参加がしやすいようにするため，民法

第34条に基づく「財団法人」とする。

（2）目的（寄付行為第3条）

当該川水系において，水源林地域対策および水源地域

対策などを識ずる市町村に対し助成を行なうことによ

り，当該川水系における治水および水資源の安定的確保

を図り，もって関係地域の振興と流域の一体的な発展に

資することを目的とする。
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(3)事業（寄付行為第4条）表･1水源林造成対策事業の全体計画，実績

実縦基金は，目的を達成するため次の事

業を行なう。

①当該川水系における市町村が識

ずる水源林造成対策に対する助成

②当該川水系における市町村が識

ずる水源林地域の一般振興対策に対

する助成

③当該川水系における市町村が識

ずる水没関係住民の生活再建対策に

対する助成

④当該川水系における市ll1]村が識

ずる水源地域の整備および振興に対

’全体計画

昭53～60年度

数戯｜事業費

基
金
塔

昭54年度群業種

数餓｜聯業災|数量｜鍵盤’
1

1

’｜’

｜

’ ’
注；1．全体計画の事業費は，53年度単価で職算

する助成
2．砺業費は基金の助成金をさす

⑤水源林の取得
表･2水源林地域の森林の状況

⑥水源林地域対策および水源地域対策の実施に必要

な調査研究

⑦その他基金の目的を速成するために必要な事業

となっている。この中で水源林地城とは両流域とも最

下流の頭首工から上流の地域と定めており，①の水源林

地域対策が次に述べる業務方法器により実施しているも

童鑿U"""|人工緋"|人工癖’ 摘要
県内対敷地のみ§珂~願|－割矢作川81,589144,339152

豊川85,88964,37475天竜川水系を含む

資料：愛知県林業統計費料
のである。②の一般振興対策は，森林対策以外の水に関

係する事業すなわち簡易水道事業等に対する助成などを 全体計画は，両水系の森林の状況，過去5カ年間の実

検討しており，現在はまだ実施していない。 行量等を勘案して，県と関係市町村が事前に湖整を図っ

（4）業務方法書に定める事業て原案を作成して，市町村企画課長会議に提示した。当
現在，業務方法書が定められているものは，水源林造 初の計画案においては，両水系とも年間約5千万円の覗

成対策事業と一般振興対策事業であって，その内容は次 業費を必要とする計画案であったが，下流部からの年間

のとおりである。4千万円を限度に修正を求められ，前記のような全体計

〔人工造林事業]221,i,(保安林は0.01hi')以上の規模画を樹立した。なお，今後の経済悩勢の変化，噸業実繊

で実施する人工造林の苗木代に対して定率（2/10）助成等を配慮して3カ年間を試行期間と定め，改めて見直す

〔下刈事業)0.11'a以上の規模で，植栽後3年目の人工こととしている。

造林地で実施する下刈りに対して定率（5/10）助成また，両水系で事業内容に多少の差異があるが，遡川

〔作業路新設事業〕1団地の森林面職が101,制以上の規水系は古くから人工林化が進められているため，保育に

模で，かつ保育管理而職が30影以上占める団地内で新重点がおかれており，矢作川水系は，かつて薪炭の主要

設する作業路に対して定率（8/10）助成生産地であったため，昭和30年代に入って本絡的な人

以上3つの事業を実施することとしているが，このう工林化が進遡られた地域であるので人工造林に亜点をお

ち，下刈りと作業路新設は,111･県の怖助対象地は除くいている。

ものとしている。（6）資産および事業資金

（5）全体計画および実施状況資産は，基本財産と運用財産との2つに区分してい

水源林造成対策事業は，昭和53年度から60年度までて，基本財産は両基金とも5億円で，毎年1億円ずつ拠
しゆつえん

の8カ年間の全休計画が定められており，これに基づい出する。出損の割合は県1/2，市町村1/2とし，市町村

て昭和53年度から実施しているが，全体計画および実の負担割合は，人口比率を韮本にして財政力指数で補正

績は表・1のとおりである。することとしている。

昭53年度

矢
作
川

豊

川

人工造林

下刈り

作業路新設

計

人工造林

下刈

作業路新

り
設

計

2,707ha

2,650ha
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８
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表･3水源基金業務計画表

|関係市町村･県’|月別’水源埜金 |関係市町村･県月別 水源基金

知
ｊ
通
林
定
造
決
工
付
人
交
く
金
付
成
交
助
・
業
定蕊対成

成
助
繩
韓
源
上
水
同月

８
同左事業実縦報告
（人工造林）

華本財産出損依頼（納期5月20日）

驍謹鑑騨"懸鵜墨錨2提4月
出
監事会（前年度分監蚕）

9月

次年度基本財産出揖額，事業費負担額を連
難

10月

解林造成対策事業助成金確定交付〈下刈
雛濡溌鶴野濡鋤

5月
変更登記
前年度事業報告，収支決算書，登記簿謄本
等を知事に提出

嶺涛辮燕譜計雛』蝋¥会

同左事業実績報告
（下刈り）

|雛
6月水源林造成対策事業計画書受付

艤篭¥譜？

|鳥総計“出

同左事業実績報告
（作業路）

水源林造成対策砺業審査

蕊饗び赫隼度”#蕊亨總驫
業実施状況視察）
水源林造成対策事業内定通知

7月

，繍業助成金交 3月’

豊川…･18市町村と県（うち水源林地域市町村は8

市町村）

組織については，両基金とも市町村長および県副知事

で理事会を幟成し，下部組織として幹事会と事務局があ
る。

次に，年間の業務計画は表・3のとおりである。償懸職耀蔦曙山課長
資源対策室長，治山課長，林務課長

縣潔淵溌羅長(3人）

儀綿貴吹
図・1組織図

おわりに

本県水源埜金の概要について述べたが，設立されるに

至った背景にはいろいろな好条件が揃っていたと思う。

すなわち，本県の場合両河川とも県内を貫流していて，

隣接県との利害関係が少ないこと。また下流地域が水の

恩恵により急速に発展し，水需要が急増して水資源の確

保に対する要請が極めて高いことがあげられる。

一方，森林に対する認識は低く，水源林造成対策事業

を水源基金で行なう必要性，現行林業施策について議論

が集中した。これに対し我々 は，現行制度，林業の特殊

性，森林の公益性を説明して理解を求め，厳しい過程を

経て設立されたものであって，森林・林業のPR不足を

痛感するとともに林業関係者以外の者へのPRの必要性

を改めて感じている次第である。

また，水源基金が設立されたことにより，上下流の市

町村が同じテーブルに着き，話し合いの場ができたこと

は，今後流域全体の発展のため極めて有意義なことであ

ると感じている。

（きたがわまさひろ・愛知県治山課兼水資源対策室）

犀~霧~司

運用財産は，基本財産以外の財産であって，現在は，

基本財産から生ずる果実が大部分である。

事業資金は，水源林造成対策覇業に支出するもので，

毎年県および市町村が負担するものであって，負担率は

県2/3，市町村1/3であり，市町村は上下流の全市町村

が人口比率によって負担している。

また，事務局経費は基本財産から生ずる果実でまかな

い，残りは一般振興対策事業（ダム対策事業）の経費に

充てることとしている。

（7）構成および組織

流域共同体の意識のうえに立って設立された水源基金

であるので，流域内の全市町村と県で柵成されており，

内訳は次のとおりである。

矢作川･…･20市町村と県（うち水源林地域市町村は9

市町村）
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有 光一登

森林の皆伐と造林環境の変化

’
今年の林学会大会の「森林・林業・林産の未来

像」についてのシンポジウムで，報告者の1人で

ある京都大学の赤井龍男助教授が「主として林業

を指向する森林」の未来像を語られた中で，大面

積皆伐，皆伐の繰り返しなどが地力の減退につな

がる懸念があり，将来の林業は林地保全林業，土

づくり林業でなければならないと力説された。拡

大造林が推進され，スギ，ヒノキ，カラマツなど

の針葉樹単純一斉人工林が増加してきており，将

来それら人工林の再造林，再々造林も増加の一途

をたどることは確実で，皆伐とその繰り返しによ

る森林の生産機能（地力）や水保全，土保全の機

能など各種機能の減退が心配されるわけである。

「森林の皆伐による地力の低下は古い造林の歴史

をもつ林業地帯で認められている事実で，このこ

とに関する実証的研究は古くから散発的に行なわ

れてきたが，問題の重要性の割には研究が少な

く，それは野外でのこの種の研究が土壌，地形，

植生などの局所的な制約の下で実行が困難だから

だと思われる。皆伐による地力低下は疑う余地の

ないこととして，なおその研究が必要なのは皆伐

の影響がどこでも同じ程度に起こるわけではない

と思えるからである」と，京都大学の堤利夫教

授が『森林立地』20巻1号の地力特集号で述べ

ておられる。これは皆伐と地力低下の因果関係を

解明する森林立地部門の研究の現状と問題点につ

いての適確な指摘だと考える。尾鷲林業地は短伐

期皆伐造林の繰り返しによる地力減退の例とし

てよく引合いに出されるが，地力減退が進むの

は1代目から2代目への移行時で，2代目以降の

成長に差があるかどうか不明だとする論議もあ

り，､他の地域で皆伐を繰り返した場合，尾鷲林業

地と同じような地力減退が起こるという科学的に

実証されたデータもほとんど無いといってよいだ

ろう。

皆伐というインパクトが加わった場合に，森林

生態系を構成している植生や土壌がどのように変

化し，水や誕分の流れがどのように変動するかに

ついての，我々の知識の持ち合わせはまだまだ乏

しく，ある立地条件のもとで皆伐が行なわれた場

合に将来の地力低下の程度を予測できる段階には

ほど遠い。当面は土壌や地質，地形，気象などの

立地要因が連ういくつかのモデルについて，皆伐

の影響を調査し，調査事例を増やしていくように

努力を重ねる以外にないと考えている。本稿では

今年の林学会大会の立地部門のポスターセッショ

ンで発表した「森林の皆伐に伴う立地要因の変

動」を主題にした我々国立林業試験場土じよう部

の有光一登，宮川清，小林繁男，加藤正樹の4

名の5編の報告の内容を1つの調査事例として紹

介しよう。

1．調査の内容

森林が皆伐され伐木，集材，地栫えが行なわ

れ，さらに下刈りや施肥が行なわれるといった伐

採とその後数年間の人手の介入によって，森林生

態系はいろいろな影響を受ける。‐上木が伐られて

しまうと落葉落枝の地表への供給が中断するし，

林床の植生が変化し，土壌微生物や土壊動物相も

変化する。表胴土域は撹乱され，気温，日射，地
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温などの微気象ももちろん変化する。これらの変

化を反映して，①土壌水分，溶存成分の動態が

変化する，②土壌や林床植物の含有成分が変化

する，③斜面に沿った表層物質の動きが変化す

る，④林床植物とAo層が変化する，⑤地表の侵

食量が変化する，などの変化がみられ，これが地

力の低下，水土保全機能の低下につながるものと

考えられるが，これら①～⑤の変化を同一林地の

同一地点での皆伐前後の変化としてとらえてみよ

うというのが，この試験のねらいであった。

試験地は栃木県矢板市北方の県民の森の中にあ

る高原山火山南麓面の開析谷に面した早壮年期の

斜面で，火山灰と熔岩を母材としたBD(d)～BD

型土壌が分布し，伐採前の林相は47年生のヒノ

キ林（斜面下部の一部はスギ林）であった。海抜

480～540m,傾斜17～37.の斜面の各部位で上

述の①～⑤の項目の変化を調査した。1978年7

月から伐採前の調査を行ない，1979年4月に

0.91haを皆伐,5月に地栫え,5月28日にヒノ

キ，スギを植栽し，植栽直後から皆伐後の調査を

開始した。

亡に大きな影響を与えるという過去の研究事例が

あることから，流域全体の水や成分の動態の変動

につながるとみられる土壌水とその溶存成分の変

動を調べたわけである。

この試験では皆伐によって土壌水分動態が撹乱

され，表面流去水,A層土壌水の月間の降水量に

対する流出率が低下した。しかし，自記記録され

た1降雨ごとの流出量を調べると，皆伐後流出量

が極端に少ない場合もあるが，逆に一定降雨量に

対して流出量力:増える場合もしばしばあり，皆伐

前よりも流出量の多寡の変動が大きくなる。この

結果は後に述べる土壌の粗孔隙の減少と透水性の

低下だけでは説明できず，土壌の乾湿の変動が激

化することも関係しているものとみられる。

次に，土壌水の溶存成分濃度を調べた結果で

は，皆伐によって成分濃度が著しく上昇するとい

うことはなく，むしろ皆伐後濃度が低下する場合

もある。図。1に硝酸態窒素の濃度変化を示した

が,A層土壌を流れる水に溶け画､る濃度の変動
は，斜面の部位によってそれぞれちがうことがわ

かる。おそらく微生物相の変化による硝酸化成の

変化の様相が，斜面の部位によって違うだろう

し，植生も種組成の変化や個体の大きさの変化な
2．調査の結果

上に述べた5項目の調査結果

については別途研究報告の形で

くわしく報告する予定なので，

ここでは結果のごく一部につい

て概括的に述べることにした。

（1）土壌水，溶存成分動態の

変動

これは地表の堆積腐植層直下

を流れる水（ここでは表面流去

水と呼ぶ）と土壌表層(AIg)

を流れる水の動きと，これらの

水に溶けて流れる成分の動き

を，簡単な小型の集水器（ライ

シメーター）を斜面の上部，中

部，下部に設置して調べるとい

う方法を用いた。皆伐がある流

域からの水の流出や，成分の流
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図･1溶存硝酸態窒素濃度の変動



ど斜面の上部と下部ではずいぶん違うので，これ

らのことが溶存成分臘度の斜面部位別の違いに反

映するものとみられる。

皆伐後の渓流水の成分膿度変化を調べたライケ

ンズらのグループによるアメリカ合衆国のハバー

トブルーク流域試験の例では，十数ヘクタールの

広葉樹林を皆伐した結果，硝酸態窒素やカルシウ

ムなどが非皆伐地に比較して数-卜倍の濃度に高ま

り，それが2年以上にわたって持続したという。

しかしこれは除草剤をまいて3年間にわたって植

生が回復しないようにし，末木枝条を放置した場

合の結果である。ところが今回の矢板の試験と同

様の方法で行なった尾鷲のスギ，ヒノキ林や，那

須のブナ林の皆伐跡地での試験では，土壌水溶存

成分撲度は矢板の場合と同様に，極端な上昇は認

められ意かつた。ライケンズらの試験結果とあわ

せ考えると，皆伐によって林地が裸出し，堆積腐

植層や末木枝条の急激な分解が起こっても，植生

がすぐに回復する場合は無機化した成分は林床の

植生に吸収保持される部分がかなりあるのではな

いかと考えられる。また土壌のイオン置換能によ

って土壌に吸収保持されるものもあるだろう。し

たがって皆伐直後に水に溶けて流亡する愚は懸念

されるほど大きくないのではないかと考えられ

る。こうしてみると，林床植物の存在が森林の謎

分の動態に果たす役割を無視することはできな

い。そこで林床植物の存在が林地の皆伐前後の物

質の動態にどのような役割をもつかを知る手がか

りとして次の試験を行なった。

(2)土壌，植物中の含有成分の変動

この試験は毎月1回主要な林床植物とA層の土

壌（生土）を斜面の上，中，下部で採取して窒素

の含有量を調べたものである。斜面上部，中部で

はA層土壌（生士）の硝酸態窒素，アンモニア態

窒素の含有量がともに増加し，土壊に保持される

量の増加がみられるが，斜面下部では伐採前に，

~2mg/乾土1009の含有鐘であった硝酸態窒素

が0.5～1mg/乾土1009とやや濃度が低下し，ま

たアンモニア態窒素は皆伐前後とも低漉度に終始

する。斜面下部では土壌水中の硝酸態窒素漉度も

％
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図・2キパナアキギリの全窒素含有率の変動

○・.．葉△…葉柄×…茎●･･･地下部

低~ドしてしまう。斜面下部では林床植生の回復が

旺礎でその吸収保持が大きいのかもしれない。

林床植生の刈取り調査をして乾重景を調べて隣

接する林内の植生と対比してみると，斜面上部で

は林内のほうが皆伐あとの新植地よりも地上部の

乾物重は大きいが，新植地では木本植物の葉が多

い。これは萌芽更新によるところが大きい。斜面

下部では林内よりも新楠地の植生の地上部乾物重

が多い。これはキイチゴやアキギリなどの活発な

再生によることが明らかだった。斜面中部では下

部と同様に新植地の植生の乾物重が林内のそれよ

りも多く，これはダンドポロギクなどの侵入種に

よるものである。これら林床植生に保持される窒

素の重撒を調べてみると，斜面上，中，下部いず

れも新植地のほうが多くなっている。斜面上部で

乾物重は林内植生より少なかったのに窒素含有量

が多いのは，萌芽再生した種の窒素含有の特性に

よるところが大きい。また斜面下部では図・2の

キバナアキギリの例のように個体の窒素含有率は

低下しているものの，乾物重量のちがいを反映し

て新植地のほうが多くなっていて，植被の少ない

斜面中部を除いて，ヘクタール当たり29kgの窒

素が林床植物に吸収保持されている計算になっ

た。キバナアキギリのような伐採後の窒素含有率
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検討した。皆伐によって主林木が失われたあと，

林地に残された枝条，落葉､Ao畷は主林木の根と

ともに，林地への推分供給脈として璽要な役削を

果たし，また林床の植生は皆伐後のある期間は鍵

分吸収，還元の主役になり，新値地の鍵分循環に

大きく関与するとみられるからである。

この試験地は除間伐のおくれたかなり密なヒノ

キ林なので，皆伐前は一般に林床植生は貧弱であ

ったが，伐採，地栫えによって林床植生は種類

数，量とも減少した。また，部分的ではあるが斜

面上部ではコナラ，マンサクなど萠芽更新が盛ん

で，斜面下部ではキイチゴ，コゴメウツギ，アキ

ギリ，マツカゼソウの再生が活発であった。これ

ら植生の乾重量，窒素含有量については(2)にま

とめて述べたとおりで，植生の回復による謎分の

吸収保持が，義分の動態を考える際に無視できな

いことがわかる。またAo層の現存量は伐採によ

って付加された落葉，落枝のために，斜面の各部

位ともに新植地のほうが隣接する林内よりも多く

なっていて,平均してヘクタール当たり約20tで

あった。またAo層に含まれる窒素量も新植地の

ほうが多く，平均でヘクタ･一ル当たり150～200

kgであった。

（5）地表変動

この試験では皆伐，地捕え，植栽などの人手が

加わる過程で，林地の表面侵食量がどう変化する

かを調べた。土壌侵食の測定には径3mmの塩ビ

製細棒を地中に刺して固定し，経時的に地上部長

を測ってその増減で土壌の動きを知る串刺し法

と，塩ビ製の受口25cm×50cmの雨樋型の土砂

受器とそれにパイプで接続したポリタンクに受け

たけん濁液と土砂を一定期間ごとに測定する方法

の2つの方法を併用した。いずれも測定方法とし

て欠陥があるが予備試験の段階と考えてこれらの

方法を用いることにしたのである。

串刺し法で伐採前後の地表の動きを比較した結

果を図・4に示す。伐採前の7カ月間は変動幅が

小さく最大で5～6mmであったのが，伐採前一

後の2カ月間では緩斜面の尾根を除いて，各プロ

ットともバラツキは大きいが一様にマイナス変動
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1000

、

MATERPERCOLATIONRATE
0

○

○

Ｏ
胡

●

Ｏ
Ｑ
〕
今
●
⑲

●
○
●
０
０
ｍ
●

○
Ｏ
の

跳
州
。
。
鰕雛

Ｏ

ＯＯＯ
●

0 0

．。
500

曇 ３回
Ｕ
●
●

〔
酌
む
●

８
＄
①
砂

ｏ
ｎ
恒
●
●

P
0

O 50
TOPRELATIVEALTITUDEBO1

図・3斜面部位別のA層土壌の透水性

○・･･伐採前●…･･伐採後

の低下は斜面下部に生育しているコアジサイ，キ

イチゴ，コクサギ，タマアジサイなどの低木類の

葉の硝酸態窒素の濃度についても顕著にみられ

た。

（3）斜面形態と表層物質の動き

これは土壌表層の皆伐前後の変化を，より詳細

に調査するために，斜面の上部から下部に10m

方形区を10m間隔に6個設けて，それぞれの方

形区を田の字に4分した9カ所の交点で土壌の変

化を調べたもので，6×9＝54点のサンプル数

になる。1978年10月（皆伐前）と1979年10月

（皆伐後）の54地点での土壌表層の形態や理化

学性を比較した結果では，堆積腐植層やA層の厚

さが減少し，それに伴って理化学性の変化が生じ

ていることが，斜面の各部位で認められた。特に

理学性の変化は顕著で，その中でも透水性は斜面

の各部位で一様に低下していることが図．3から

も明らかである。A層の容積重が増加し，全孔隙

量には変化がなかづたものの粗孔隙は減少し細孔

隙が増加していたので，これが透水性の悪化をも

たらしたものと思われる。全孔隙量が変わらなか

った点を考腫すると土壌の比重が大きくなったと

考えられ，これは全炭素，全窒素の減少という結

果が出ていることから，表層土壌中の有機物の分

解が伐採を契機に早まり，その部分を鉱質部分が

補填した形になっている。

（4）林床植物とAo層の変動

この試験では皆伐の前後で林床植生の組成と現

存量,Ao層の現存量がどのように違ってくるかを

100
BOTTON

0
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を示した。とくに中部急斜地で著しい。また中部

急斜,下部のプロット内の偏差の値が高く，この部

分でもっとも地表面の動きが大きい。伐採後9カ

月間の変動は中部急斜地ではマイナスで偏差の値

も大きく不安定だが，他の斜面部位での変動はあ

まり大きくない。これらの結果は伐採時の変動は

大きいが，伐採後は急斜地を除けば変動は大きい

ものではないことを示している。土砂受器による

測定結果では林内では上部緩斜面で地表物質の動

きが最も少なく，斜面下部では林内雨の衝撃によ

るとみられる土砂の飛散，捕捉が多かった。これ

に対して，新植地では逆に斜面下部で地表物質の

動きが最も少なかった。植被の回復の早いこと，

比較的緩斜面であることによるものと思われる。

し，調査項目にも地温，土壌の乾湿，土壌微生物

相など当然調査せねばならないものが欠落してい

るが，とりあえず，持ち合わせの手法でやれると

ころから試験をしたものである。これらの試験か

ら，林床植生が皆伐後の養分保持，侵食防止に果

たす役割がはっきりしてきたし，表層土壌の理学

性の悪化をはっきりデータとしてつかむことがで

きた。

土壌，地形，地質などの立地要因を調べて林木

の将来の成長を予測する技術はかなり進んだとみ

てよいが，これは現実にある森林の成長と各種立

地要因の関係を解析する手法の研究，開発が進ん

だからであった。今後はさらに進んで，人為のイ

ンパクトが土壌や植生などの立地要因をどう変化

させ，それが将来森林の生産力や水土保全機能の

変化にどう影響するのかを，ある程度予測できる

ような調査，研究のつみ重ねをしなければならな

いと考えている。

（ありみつかずと・林試土じよう部土じよう鯏三研究室長）

以上，森林を皆伐することによる地力の低下や

各種機能の減退の有無，あるいはその程度を科学

的に立証しあるいは計量するためのアプローチと

して，我々が行なっている試験の1例を紹介し

た。試験に用いた手法にはそれぞれ欠点がある
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ジャン･マルクーミゲ＊
下山1I葡平**抄訳

レユニオン島のスギについて

表･1土地利用状況訳者まえがき

本稿は，日本スギの木絡的な造林に25年の実績を有

するフランス共和国森林公社レユニオン営林局bミゲ局

長が，昭和54年に日本林業技術協会との間で種子の売

買契約を結蕊ことになったのを機にまとめた論文を要訳

したものである。

ミゲ氏は，次長時代を含めると10年以上もレユニオ

ンに住んでスギの造林に取り組んでおり，夫人の言葉を

借りれば，「スギに葱かれた男」で，昭和53年秋には森

林公社の技術審議官アンリーマルシャン氏とともに，ス

ギに関する調査のため来日している。

そのとき，ミゲ氏は，フランス本土を遠く離れたレユ

ニオソに骨を埋めるつもりであること，最近，新築した

自宅に「スギの間」を作ったことなどを情熱的に話して

くれた。

1．レユニオン島の概況

レユニオン島は，フランスの海外県で，マダガスカル

の東方約800km,南緯21度,東経55度，インド洋に浮

かぶ島である。

火山活動によってできたこの島の形状は，ほぼ楕円形

を呈し,長径72km,短径45kmであるが,最高峰の｢雪

の頂」は3,069nlに連し，南東部には2,631mの「フル

ネーズ山」が現在も火山活動を続けており，火山研究上

有名になっている。

土壌は，一般的に玄武岩が風化してできた粘土質土壌

であるが，透水性はよい。

気候は,5月から10月が寒く，熱帯とはいえ高地では

例年結氷し，11月から4月にかけては暑い。1月から3

月にはしばしば猛烈なサイクロンに襲われる。年降雨量

は，風上となる部分では3,000～4,000mmと多く，風

下では1,000～2,000mmで，場所によって変化が著し

い。

島の而職は約25万11a,人口は約50万人であり，した

分 而秋(ha)

251，200
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地

生

公有林
森林
牧野・耕作地
有地
さとうきび
サツマイモその他

林
蕊墾地.草原

がって人口密度は200人/km3であるが，耕地面積につ

いてみると740人/km2である。

土地の利用区分は表・1のとおりで，農林業生産につ

ながらない土地が64％を占めている。

この島は，17世紀中葉まで維人島であり，寛文5年

（西暦1665年）に初めてフランス人が移住したので，

当時はフランス革命まで続いた王家の名称から「ブルボ

ン島」と呼んでいた。現在の慨民はヨーロッパ，アフリ

カ，インド，中国等からの移住者の混血した者で，その

祖先のいかんにかかわらず｢クレオル｣と呼ばれている。

2．森林・林業の状況とスギの役割

森林植物相としては，海岸から標高700mまでは約

300種の樹種を含む有色広葉樹林が分布しており，特に

島の南東部に多い。1,300mから1,700mの西北の山地

ではタマランアカシヤ(Acasiaheterophylla)林が分

布しており，これは潅木状になって標商2,000m付近ま

で続いている。

第2次世界大戦後までは森林の地利は極めて悪く，農

地や宅地等への無謀な転用に加えて，「品質伐採」と称

して跡地の更新が全く考慮されない伐採が行なわれてい

た。このため，現在では木材供給のほとんどを輸入材に

依存しており，昭和52年の輸入髄は丸太換算で125,000
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In3>価額にして4,500万フラン（保険料運賃込）を超え

るものである。

森林公社は，戦後，年間消散量を10万rn8と見破り，

これに対応できる木材生産を行なうため，生産可能地の

調査，路網の整備，造林樹種の検討，技術開発，私有地

の買取等に着手し，造林の推進に努めてきた。

林道は,昭和30年から開設を始め，現在延長は155

kmでまだ不一卜分であり，このうち舗装済延長は21km

にすぎない。なお，林道の幅員は4.5～5.0m,最小曲

線半径は7m,縦断勾配は原則として8%以下としてお

り，山岳地帯のため工作物が不可欠で，工事はかなり困

難を伴うものである。

造林の達成率は，国有林の生産地約1万11K[(表･1)

に対し35％にすぎないが，その成績からみて我々の計

画については確信を持てる段階に至っている。

ところで，有色広葉樹は漸伐作業を行なっており，そ

の造林可能地は5,50011&1,期待成長趾は5万m8/年で，

これは総目標鐙10万ln3の2分の1である。タマラン

アカシヤについてはどうかといえば,1,300m,場合に

よっては1,400m以I当の簡地でしか生育せず，そのよう

なところはすでに牧野，腱耕地等になっていて，多くを

期待することはできず，その他の樹種を含めて5zFm8/

年程度と見積られる。すなわち,45,000m3は外来樹種

に期待せざるをえない状態にあり，このため，モクマオ

ウ，ヨーロッパのマツ，ユーカリ等多数の樹種の導入を

試みたが，我々の期待に応えられるのは日本のスギのみ

であり，将来にわたって在来樹種では不足する45,000

In3の木材供給がレユニオンにおけるスギの役割であ

る。

3．スギの成育状況

スギの最初の導入は，明治21年，ゴワゼという林務

官が行なったもので，その後の65年間は，群状または

列状に試植される程度にすぎなかった。

最古のものは現在マファット盆地に6本ほどあり，樹

齢は今日90年に達するものである。昭和38年に行なわ

れた樹齢75年のときの調査では，樹高24m,胸高直径

80cm,立木材積は約6nl3近くあった。また，この付

近において昭和34年には伐採高の直径が35～115cmま

での立木16本，材積にして55nl3を伐採したことがあ

る。これらの立木については施業の過程が不明ではある

が，以上の事実は少なくともこの樹種の環境への適応力

とおよその成績を示すものであり，さらに昭和27，28

年ごろ植栽されたものの成育状況をもみながら，昭和34

年からスギを施業計画の目的樹種として採用するに至っ
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表･2地位級別面積・成長量

ha

270

445

885

110

地位級16年の樹高而讃

mha

l．14～270

112～14未満“5

Ⅲ10～12未満885

IV10未満110

計|-|1,7'ol

m8/ha
16

12．5

10

3．25

伐期平均成長戯

~了示71I5ms
164,300

12．55,550

1080800

3．25350

1M|1',o0。

たものである。

スギの適地は，標高800～1,200m,年降水量1,500

mm以上であり，土壌については，排水さえ良好ならば

適用範囲は広い。なお，昭和40年以降3年間にわたり

実施した試験の結果では，肥培はあまり意味がなかっ

た。

地位級は，現実林分の調査の結果，16年生のときの

樹高を基準として容易に区分できる。これを昭和52年

までに造林した林分1,71011aについてまとめると表・2

のとおりである。

また，品種については不明であるが，昭和27～40年

までにレユニオンの母樹から採穂してできた苗木による

ものは，次の2種類に大別できる。

①小枝が斜に着生し，樹皮が平滑で，薄い

②小枝が水平に着生し，樹皮が粗く割裂し，厚い

昭和41年以降は，ほとんど日本産の種子を使用して

いるが，昭和53年までは産地や品種の明示がなされて

おらず，このことが造林上の支障となっていた。この問

題は，幸いにして日本林業技術協会の協力により昭和

54年以降解消した。

4．スギの造林

年|副木材需要量のうち，有色広葉樹やタマランアカシ

ヤ等によっては不足する45,000m3をスギで供給するに

は,伐期平均成長量を12～13m3/haと見込んでも，最低

3,500haが必要である。現時点において植栽適地と認め

られる国有林は，既存の植栽地を含めて3,1001'aしかな

いので，計画を達成するまで造林していくためには今後

とも私有地の買収を継続していくことが不可欠である。

レユニオンにおいては，高級家具，建具，床材等の高

級用材には有色広葉樹やタマランアカシヤを利用してお

り，スギは，電柱，型枠，製函，田舎風家具，羽目板等

の並用材の需要を早急に満たすため，量的生産を第一義

としている。この点，原産国日本で指向しているところ

とは異なった面があり，以下に述べる施業方法にもこれ

が反映されている。

表･3林齢別本数基準（本/ha)

林｜地位エ｜地位Ⅲ｜地位Ⅲ
齢｜本数|間引き本数|間引き|本数|間引き

Q::;k*¥”51，‘｡’（,5%）
2951,360134011,660,390161,180

（25%）（25%)’｜(23.5%）
2051,27020885 1751'020 205

(20%)I(20%)(16.15%)

i
(15%)(15%)(15%)

42325375555
85

（15％）

4 7479

（1）施業に関する基本的事項

作業種は皆伐用材林作業で，伐期齢は日本の場合より

も若干長く,1．Ⅱ等地で50年，Ⅲ等地で55年を採用

している。

植栽本数は,I．Ⅱ等地で2,100本/l,a(列間2.5m,

苗間2.2m),Ⅲ等地で2,310*/ha(列間2.5m,苗間

2.0m)とし，「五の目型」に楠ｲj･ける。

間伐は，表･3を基準として行なう。これは，激しい

サイクロンと成長の規則性を考慮したもので，急激な変

化を避けている。12年のときの間伐はそれほど重要な

ものではないが，16年と20年の間伐は極めて重要であ

る。その後は4～5年ごとに,4～6本につき1本ずつ

を間伐する。

（2）青苗

さし木苗の場合は,6月にさし付け，約4カ月で発根，

12～3月，すなわち6～9カ月で山出しする。

実生苗の場合は，1月下旬から3月上旬に日本から唖

子が到着し，直ちに擬種する。9月中旬以降，少なくと

も3回床替され，11～15カ月で苗高30～40cmのもの

を山出しするのが一般的である。

（3）値栽

植栽は，人力の場合は幅60cm程度の植穴またはうね

を作り，機械を使用する場合は等高線に沿って平行なう

ねを作って行なう。

補植は，原則として1回のみ，植栽年の翌年に行な

う。
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スギ材を利用した店舗′，

苗木生産から製材に至る一連の業務は,森林公社が引き

受けざるを得ない。

伐採・搬出は雨の少ない5月から10月に行なわれ

る。伐採木は，その場で枝を払い，玉切りして，トラク

ターで林道端まで引き出すという古典的方法によってい

る。直径20cm以下の電柱材,原料用材,薪炭材は，こ

こで販売される。その他の一般用材は，貨物自動車でサ

ン．ドニ近くの公社の製材工場まで運ばれ，需要に応じ

て加工されたうえ，建築関係の企業体や，家具工場等に

販売される。伐採水のうち，商業的に流通するものは
、

65％程陛である。
馨

むすび、

レユニオンは，地図上の位置はともあれ，熱帯ではな

いといっても過言ではなく，頻繁で強烈なサイクロンの

襲来や，郷土樹種には造林適木がないことに加え，有害

な植物が塑延するという不利な条件を負っているj“、

このような局面で，「スギはレユニオンにとって一つ

のチ十,ンスである」という森林公社総裁の結論の一つは

重要な愈味がある。森林公社が昭和51年から始めた原

産国におけるスギに関する調査の一環として，昭和53

年秋，我々が日本の森林官たちの協力の下に行なつだ現

地調査の結果は十分満足できるものであり，スギに対す

る確信を深めることができた。．

日本とレユニオンが目ざすところは必ずしも一致しな

いが，両者は生態学的にも，経済的にも不思議と似かよ

ったところがある。『林業技術』の誌上に資料を提供で

きるこの機会に，数千里の距離を隔てた林業技術者が，

今後互に交友を深めることを切望する次第である。

ス
ギ
窃
年
生
の
林
分

（4）保青

下刈りは，5年生煮でに4～8回行なう。

除伐は，サイクロンの影響を考慮して，植栽木より上

に出たもののみを除去する。植栽本数が少ないので，植

栽木そのものの除伐はあまり重要ではない。

枝打ちは，林分がうっ閉した後に行なうこととし，16

年と20年または24年の間伐の際には枝打ちを併せ行な

う。幼樹の場合は，樹高の3分の1まで，その後は成長

に応じて2分の1まで打ち上げる。

サイクロン後の手入は，根返り木に支柱をかつたり，

根元に土を盛ったりすること，苗木を補植すること，皆

伐して再造林すること等さまざまである。

（5）主伐木の前指定

これは，主伐の時期まで育てるべき立木をあらかじめ

個別に指定しておき，その立木を中心にその後の施業を

合理的に展開していくため，フランスの高林作業で一般

に用いられている方法である。

レユニオンのスギについては，20年または24年の間

伐の後に指定することとし,指定本数は470*/ha以下と

する。

5．収穫と流通

レユニオンで消撒される木材は，製品として輸入され

ており，島内には木材に関する私企業は全くないので，
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井上馨委員長（農商務大臣）本日は御料林間題を議事とする。委員各位

熟知のとおり，御料地に編入する官林については21年10月閣議決定の

際，農商務大臣の主張により，「経済上の理由により他の官林との組替え

あるべし」との付帯条件が留保されているが，これについておおむね結論

を得たいと思うので協力願いたい。

田辺輝美委員（農商務省山林局長）留保案は13府県に散在する91万町

歩となっているが，山林局としては編入地域を今少しまとめていただきた

いと希望する。

肥田浜五郎（宮内省御料局長官）御料局としては当初協議案227万町歩

をすでに91万町歩にまで絞っている。

高橋琢也委員兼委員会幹事（山林局官林官有地取調掛）客年6月の協議

案と同10月の留保案との相違は青森県一円と，男鹿半島を除く秋田県一

円の官林が除かれたのみで，東北より九州にわたる編入区域の分布には変

わりありませぬ。もとより吾ら帝国臣民として皇室財産にふさわしき官林

のご提供にはやぶさかならざるも，何をもってかように広範たる地域に分

散して編入するを可とされるや，観点を承りたい。

山本清十委員（御料局主事）しからば吾輩から申そう。そもそも官林の
こうおん

御料編入の識は皇恩日本全土にあまねきを体し，各地の一等官林を網羅す

る姿こそ最も好ましい。青森・秋田は木曽とともに日本三大美林として林

相第一級なれば，この趣旨からして編入より除外するいわれはないが，残

存の官林経営上重大なる支障をもたらすとの泣訴あり，たまたま事情知悉

の当委員としては立場を越えて諒解し，譲歩致したところである。
くいち

高橋ご高配は深謝するが，いかに皇恩あまねき国内とは申せ，秋m,熊
これあ

本，宮崎等に散在せる森林の管理は御料局としてご不便も之有るべく，ま

た東京・埼玉・京都・大阪・兵庫・奈良等各府県の官林はいずれも面積小

さきものなれば，ご再考しかるくしと存ずる･

山本秋田男鹿官林はすぐる14年，かしこくも聖上ご巡幸のみぎり，八

郎潟の畔よりはるかにそのたたずまいを嘉し給える風光明媚の地，宮崎諸

方三郡は天孫降臨の聖地たる高千穂の峰につづく一帯，畿内各官林は大和

平安以来皇祖御ゆかりの土地に接する由緒を重んじて選びたるもの，東
みち

京，埼玉の官林は新しき御狩場への備え，熊本県一円については，“陸奥
つくし

のおく”に対する“築紫のきわみ”ともいうべき西の鎮めにほかならぬ。
みやしる

高橋風光明媚の地に離宮を設け奉り，皇祖御ゆかりの地の御社等を保護

し奉るはもとより臣民のつとめなれど，それは御料林設定とはおのずから

趣旨を異にするものなれば,本委員会の議とは別途のご協議がしかるべし。

山本高橘委員は山を見ずに山を書くのが得意と聞くが，官林の現地を一

度でも見たことがおありか。泰西の書物のいかんは知らず，わが国では官

林といい御料林というも材木を伐出すことのみがすべてではない。黙され

ておるが、辺委員はいかがお考えか。

田辺まあひとつここは中立の立場で官林事情にも外国事情にも詳しい中

村委員のご意見を聞いてみてはいかがか。

｜
物
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中村弥六委員（東京農林学校教授）拝聴するに，山本委員は豊富なる現注’：官林官有地取澗委員会
の溌事は当時も非公開で，記

場知識をもって良林と由緒を選んで全国的分布を意図さるるに対し，高橋録はない｡開催日や回数も不

委員は森林学の理論を基礎として集中的配置が皇室財政にも多く寄与する謡離職溺溺
とのお考えと思われる。いずれも一理あれども，とくに森林収益の大に重事務をした江崎政忠の談,お

きをおくならば,集中案が得策なりと考える｡ついては留保案の長野,岐舞駕欝辮麓誇
阜,神奈川,静岡に山梨,愛知を加えて各県の編入区域を拡大し,東に富燃燃雛既鯉
士山，西に木曽御獄山を両心とし，木曽川，天竜川，大井川，阿部川，富おり明確であるのと，各委員

士川,相模川等南流する大河の流域を連結するならば,わが国官林中最も駕繊灘潔臓
価値高き中心部を差出すことと相成り，全国的視野において山本委員のいの推測が成り立ったものであ

こうおんほうしや る。

わるる皇恩奉謝の姿も，万人の眼に明らかではなかろうか。

山本御料局として別途関係県と折衝中の開拓農用適地との関係があるの総難聡繍裟
で，森林のみを集中するのもいかがかという事情がある。 にも何度も触れたとおりであ

る。井上牌については，井

中村農地問題は議外なれど，官有山林原野との関係からあえて申すが，上侯伝記編築会編『世外井上

離宮,御狩場,鎖,祭訓等のご用は別として,収入を目的とする御料地鯛‘鰹蝋':遙懸
憾鮴こそよけれ,剛'の世の噸烏無人民の労役にかかる小作料は適蝋:蕊幽隙賜綴
切ならず。何となれば民をして鼓腹撃壌せしむれば収入は多くを期すべ社)昭50を参瀞とした。

かれんちゅうきゆう

からず。多くを期すれば苛赦誹求のそしりをまぬかれず。皇室ご経済を注3：山本消十の職歴につい
ら ちしかま

政治の埒外に瞳かんとする趣旨の韮本に添わずと思考するがいかに。ては艮州勝出身で,飾磨県
13等出仕をふり出しに内務

肥田御料局としては腱地･鉱山等の御料地設定も当初よりの計画である。省地理擬づとめとなり，山林
事務に従事，10年ごろは地中村そのご計画の適否にかかわる問題である。
理局山林課長であり，股商務

肥田それこそ本委員会の議題とは思われぬ。省発足後の15年には長野山

井上それまで｡この辺で吾爺がまとめを篭2・中村委員の見解は去る欝撫懸鍋蝋
'6年夏,岩倉右府ご逝去のみぎり,吾輩が枕辺に呼ばれて後事を託され:蝋熱駕?慨
し時，立憲に術えて皇室御財産を整うる関係として示されし一件資料の中長池敏弘氏の渦査)｡『明治林

でとくと承知した｡泰西の事例等も一考に値するものがある｡されど,先耀雛欝灘蕊灘
は知らず，当今の事情からすれば農地収入は森林収入に優る面あり。よっ測すると，たたき上げの属官

で実務に明るいが纈見の広さ

てこの点は御料局の計仙iに委ね，官有山林原野とのかかわりについてもこと抱容性に乏しく自脱をまげ

れ以上本会の識としない｡いずれ世情の推移に伴い,御料局の対処の適切鎮縦祷惚鯉蹴
なるを望むに止める｡しこうして将来,森林中心の運営によって皇室ご経協蕊職溌'嵐
済の安泰を期せんには,l1｣林局側ならびに中立の中村委員の見解が適切な

りと判断せらるるをもって,富士山,御獄山,および六大河川流域への集鐡維繍鮒脅蕊
巾案を採用するものとし，所要の組替え事務を開始することと致したい。日大館，13日能代で14日が

ひと瞬ら

肥田あっ，リ虹時ご猟予下さりませぬか。宮内大臣のご諒解を……。一日市(八郎潟村）の消源寺
ひじかたであった（宮内庁，高機行幸

井上本件については|淵会前に土方宮Iﾉ1大臣のご一任を取りつけてあるか啓係長洲べ)。

ら案ずる要はない。本職よりも直ちに通報致す所存。松方内務大臣につい

ても同様であるが大村委員はどうか。

大村鐘一委員（内務省普記官）異存ございませぬ。

山本おそれながら今一言お許しを。せめて集中地域においては官有山林

原野をも合せて移管を受くるものとするようご裁量いただけますまいか。林政総合調査研究所理事長

蒜っ灘無朏'麗蜜雪鰯篁蕊は驚雲熱:｡手束平三郎

も
の
が
た
り
り
ん
せ
い
し
率
、
Ｉ
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外の強い日差とは対照的，林内には櫛寂さと消涼さが漂う

（網走郡津別町・高柵まもる氏掘影）

ことわ 生態学
15．しずかなること林のごとし

風林火山

信州大学理学部教授

只木良也

昔から，代々モミの大木が育っていた土

地，それが東京の代々木の名の由来だという

ことです。この代々木の地に明治神宮力鐙営

されたのが大正9年，この時，全国から献木

が寄せられ，神宮の内苑約70haのうち40ha

あまりに植栽されました。献木は375種，10

万本に及んだということですﾕ)。

東京の街の発達にともない，代々木の地も

喧喋の地となりました。今，明治神宮の森も

周囲を都市騒音にかこまれていますが，神域

自体は静寂なたたずまいを見せています。玉

砂利を踏んで参拝をすませ，神宮の森から外

へ出たとたん，電車，自動車，スピーカーな

どの都市騒音がワーッとばかりに身を包みま

す。拝殿の静けさがまるでうそのように思

え，いまさらながら驚いた経験を持つ人はか

なり多いのではないでしょうか。

千葉大学の本多先生2)は，昭和45年12月

にこんな値を実測しています。内苑のすぐ外

がわを高速道路や国電が走っていますが，そ

こでは朝7時ごろから夜11時ごろまで騒音

は70～80ホンもありました。これに対し，

内苑の中央部では音量はせいぜい40～45ホ

ン程度なのです。深夜，といっても大都会の

深夜はむしろ夜明け前のようですが，夜中の

2時から早朝6時ごろまではさすがに外部も

60ホン以下の騒音となります。この時の内

苑中央も相対的にホン数は低下して30ホン

台ですが，それは外部の騒音低下ほど急激で

はありません。むしろ，内苑中央では夜も昼

も1日中同じぐらいの静けさなのです。

もともと森林のもつイメージの一つに静寂

ということがあります。そのものずばり「し

ずかなること林のごとし」です。「山静かに

して太古に似たり」ともいいます。森林その

もののもつ静けさが求められる一方では，騒

音を防ぎ静寂な環境を作る森林の働きにも社

会の期待は大きいようです。

森林の騒音阻止効果は，音波が樹木の枝葉

などによって波動エネルギーを失うこと，つ

まり森林が孔の多い壁となって音を吸収する

ことと，森林がそこにあることによって騒音

源からの距離が保たれること，の両方の効果

によっています。どのくらいの効果があるか
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山の如し。

「静か」ではなく「徐か」の文字が使われ

ています。虚をついて出撃するときは疾風の

ようにはやく，不利とみて待機するときは林

のように静まっているという意味です。「徐

か」は動きがしずかということですが，やは

りそこには音の「静か」も含まれて当然でし

ょう。

疾きこととたとえられた風を，森林がl蹴害

物となって和らげる働きは，屋敬や畑のまわ

り，海岸などの防風林でよく知られていま

す。冬，乾燥する地方で畑の表土が強風に舞

い上がるのを防ぎ，また強風によってよけい

に乾燥するのを防ぐのにも防風林は効果的で

した。先人たちの遺産の防風林を安易に伐採

し，砂塵害に悩む話はよく聞くところです。

防風効果は，数列程度の樹林帯で樹間大き

く，風の4割は通り抜けるような林で最大だ

といわれます。このとき防風林の風下では樹

高の35倍，風上でも6倍程度の距離まで効

果が及びます。風速を弱める働きは同時に，

砂の飛ぶのをおさえ，潮風が吹き込むのを防

ぎ，また吹雪を弱めて林内に雪を積らせ，そ

の背後の建物や道路を積雪から守る働きでも

あるわけです。

侵掠とたとえられた火，火災の延焼を阻止

する能力も樹木ばもっています。木は燃えや

すいと患いがちですが，生きた樹木は水分を

多く含むからです。防風林と同様，屋敷まわ

りに防火林を設けることも多かったのです。

都市火災のとき，樹林帯が火を防いだことは

いくつも例証があります。近くは昭和51年

10月酒田市大火のときにもその実例がみら

れました。

もちろん樹種によって防火性には差があ

り，カシ類，タブ，ヤツデ，サンゴジュ，ユ

ズリハ，マサキ，カラタチ，ドロ，カシワな

どは強いほうの雄です。なお，燃えにくい性

質のことを防火性，いったん火に逢ったあと

の回復力のことを耐火性と呼んでいます。

最後に，動かざるものとしての山。これは

いわずもがな，昔から泰然自若とした堂々た

る様は山にたとえられます。しかし，この山
にももちろん木あってこそ，と思うのです。

については，いろいろな測定例があります

が，林業試験場の河合氏らS)は林の端から5

m先に騒音源がある場合,30m幅の林帯で

21～25ホン程度，森林の状態が理想的な場

合は27ホン以上騒音を減少させるとまとめ

ています。騒音が10ホン減少すると騒音半

減と感じるそうですから，森林の騒音阻止効

果はかなり大きいといえます。

森林が無くても音源から遠ざかるだけで音

量が低下することは確かです。こうした距離

による自然の減音鎚を差し引くと，実際の森

林の騒音阻止効果は30mの林滞幅の理想的

な森林の場合で10ホン程度が期待できるよ

うです。

理想的な森林の状態とは，樹間がi衝く，樹

木が密生していて，下IWiまで枝がびっしり着

いている状態ですが，現実にはこんな森林は

ありませんから，下脳の低木脳が発達した林

や多段林型の林で効果が大きいといってよい

でしょう。葉が蒲いている季節なら，樹種に

よる差はあまり無いようです。

騒音阻止効果は，こうした物理的現象によ

るものだけではありません。そこには緑の森

林がはたす心理的効果もあります。それは森

林や並木の緑のカーテンが騒音源をおおいか

くすという効果です。音を消したテレビで

も，自動車あふれる街頭の画面からは排気音

やブレーキのきしみ，クラクションなどを感

じますし，離陸するジェット機の画面からは

エンジンの識音が耳をつんざく気持がするも

のです。その逆の効果として，緑の林帯は騒

音発生源を目からさえぎり，騒音愚は同じで

あっても心理的に不快感をやわらげてくれる

のです。騒音があまり大きくないときには，

樹木の葉が風にそよぐ音や，梢にさえずる鳥

の声など，快い音色が不快な職音懇打消して

くれる効果もあるといえましょう。

心理的といえば，音のおかげでよけい静か

に感じることもあります。山の中にただ一

人，かさこそと一枚枯葉の落ちるとき，静か
しずか

ですね。「烏鳴いて山さらに幽なり」です。

さて'有名な武田信玄の旗騨風林火山。
其の蕊きこと風の如く某の徐かなること林
の如し，侵掠すること火の如く動かざること

其
疾
如
風
其
徐
如
林

侵
掠
如
火
不
動
如
山

（
孫
子
）

1）昭和48年現在

では，菰数302,本

数17万本,草本352

穂，臘類50種を節

するといわれる

2）本多件：造園

学会発表要旨，1972

(北海道林業試験場，

生活畷域における緑

地織能の実莊的澗査

研究報告秘:，1973,

より）

3）河合英二ほか：

森林の防音機能の解

明，「環境保全」誠

験成縦醤第3錐，農

林水産技術会雛事務

局，1979
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かって腎森営林局に勤務していた

ころのことである。冬の降雪時に遭

難が多いということで営林局には遭

難救助隊の組織があって，局長を隊

長とし，作業課長が副隊長になって

いた。また県を主体とする救助隊も

あって，県警本部長が隊長で，副隊

長は営林局の作業課長が兼ねてい

た。どうしてこのように作業課長が

副隊長を兼ねているのかという質問

を発したところ，当時雪山の遭難が

あった場合，人力のみで冬山の捜索

を行なうことは困難であり，雪上車

の力を借りねば思うような行動がで

きないということで，その戦力であ

る雪上車を持っているのが営林局で

あり，その主管をしている課が作業

課ということから作業課長力弐副隊長

に命ぜられているということであっ

た。ところで，私は南国育ちであ

り，スキーなどは全くだめで雪の中

を歩くのは長靴だと思い込んでいる

くらいだから，救助隊の副隊長とし

てはいざという時には全く役に立た

ないだろうと自他ともに思っていた

のである。

それでも，正月になって雪が積る

ころになると，営林局の救助隊は酸

ケ湯で1週l剛の日程で強化訓練の合

宿を行なうのである。私も毎年参加

して夜間演習まで行なうのである

が，スキーのほうは一向に上達しな

かった。補習訓練として春先になっ

て雪が柔らかくなったころ八甲田山

に出かけてスキーの特訓を受けた

が，山に登ることはできても下降は

上達しなかった。

ところが，ある冬の日の夕方県警

水部長より電話で局長に出動要請が

あった。目的地は岩木山でH高校の

生徒が班難した換様であるから直ち

に捜索隊を出勤させてほしいという

ことである。急遮営林局署のスキー

部隊ならびに雪上車の出動となっ

た。局スキー隊は弘前へ，署は弘

前，鯵ヶ沢，深浦が関係しており，

それぞれ山麓まで出動させ，特命あ

るまで待機させることにした。

営林局長と私は翌朝出発すること

にして，先発したスキー部隊には県

瞥本部長の指示に従うよう命じた。

もちろん雪山の知識については十分

進言するよう付け加えておいた。

翌朝局長と二人でジープに陣中見

舞品を乗せて巡難救助隊本部のある

弘前へ向かった。途中ジープの中で

局長が私に「君が一緒だから生きた

人がすぐ発見できるような気がする

よ」と話しかけられたが，私は自信

のないスキーのことなどを思ってい

たので，いささか怪誘な顔で「それ

はどういうことですか」と反問した

ところ，局長はにこにこしながら

「5年も昔，行方不明になった人の

骸骨を発見した人だから，生きてい

る人たちならすぐ発見できますよ。

今日は幸先がよいような気がする」

ということであった。

年の秋のことで，私は職務上各事業

所を視察して回りつつあった時のこ

とである。ある霧の事業現場に着

き，雨雲が近づいて夕方の暗がりが

早まる気配を感じながら，作業員た

ちの作業を見つめていた時ヒバ林の

中から別の作業員たちがガヤガヤと

騒ぎながら薄暗くなりかけた山道か

ら5～6人下りて来た。

何やらしきりにいっているが，津

軽弁では何といっているのか皆目わ

からないので，主任に通訳を頼むと

「白骨を発見した」と言っていると

いう。「案内しろ」というと「いや

だ」と言っている。「どこにあった

か場所を聞いてくれ」すると「すぐ

そこで目印に木の幹を削っておい

た」というので，我々一・行は暗く

なった林の中に入って,400mも行

くと急に山が立って来て道は右折し

て登りとなったころ，主任が削った

木を左方向に見つけた。近寄ってみ

ると根元に洞があって，その中から

頭蓋骨を見つけた。ゴム手袋をして

いる主任に取り出してもらって懐中

電灯で照らしてみると奥歯の親不知

がまだ半分くらいしか伸びていない

し，また頭蓋骨の綴目が隆起してい

ることなどから30歳より若い人で

24～25歳より少々年嵩の人ではな

いかと判断したので，その年齢で行

方不明になった人はいないかと尋ね

ると「隣の担当区主任で27歳ぐら

いであった人が行方不明になって5

年経過するがまだ見つかっていな5年も前の骸骨の発見とはその前

Ｉ
山･森赫｡人 奥薗栄

(山陽国策パルプ）

雪山の遭難救助［



29

－

い」ということであった。白骨のあ

った木を中心に上下左右40011fぐら

いを手分けして探したが体のほうは

暗くなったこともあって見当たらな

かった。雨のI:|'を街へ帰るとすぐ審

察に連絡をとらせた。

翌朝llllいたところによると両親を

同行した醤察は雨の巾を例の作業員

たちと夜の山道を遺体検視に行っ

て，元担当区主任であることを確認

して，白骨を運んで帰ったというこ

とであった。このことが私が白骨を

発見したということになっているら

しい。

産3コ一

’
一

一
一一

一
■ －一○

事

ところで弘前に到着した我々は先

発したスキー隊長に会って，先夜来

の捜索活動の棋様を聞いた。それに

よると頂上に登った7人のうち1人

は炊事当番で昼過ぎに下山し，残る

6人は風が強いため山小屋で休息を

とり夕方までには下山するというこ

とであったが一向に下山して来ない

ので巡難救助隊の出動要請となった

らしい。また先夜から今朝までの間

にスキー隊は雪山を探してみたがど

こにも姿を見なかったというのであ

る。そこで地図の上で探した範囲を

尋ねると東，南，西側に片寄ってい

るのである。北側を探さなかった理

由を尋ねると風向きの関係から当然

そちらのほうへ行く可能性がないと

いうのである。

しかし，事故は当然には起こり得

ないので，常識どおりでないところ

に起こるのではないかというと，彼

らは紫人が何を言い出すのだろうか

と私の主張に耳を借さないのであ

る。先夜来の疲れもあることだろう

と思って，局長と本部長のところに

挨拶に行って，このことを話すと本

冬
の
八
叩
佃
山
（
上
）
と
巡
獺
救
助

訓
練
風
景
（
ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ
ト
と
と

も
に
行
動
す
る
隊
員
）

I▽

1

生き残った生徒はニンニクを常々食

していたというのである。

朝，鯵ヶ沢署の伐採現場のチェン

ソーの音を頼りに雪の中を降りて行

ったというのである。雪のIIｺで食う

力があるということは判断力を失わ

ずに命を継いだ大きな原因であった

と思う。昔八甲In山で巡難した兵士

たちも同じところをグルグルと回っ

たというし，責任を鞭く感じた者た

ちが，先に死んでいたとも聞くので

あるが，その後の避難でもリーダー

が最初に思考力を失うとも聞いてい

る。それほど冬の雪山は人の思考力

を狂わしてしまうものであろう。遭

難救助隊の出勤が少しでも少ないこ

とを心から祈るものである。（終）

部長は早速ヘリコプターを飛ばすこ

とにしてくれた。我々は北側に待機

している鯵ヶ沢隊に進発を命じたの

である。それから30分もしたらヘ

リコプターが雪の巾に動かない黒い

点々を見つけたと報じて来た。次い

で無線が鯵ヶ沢隊から入って，生き

ている生徒1人を発見収容したと連

絡して来た。

雪上の黒い点々はすでに死亡して

いた。まずリーダーが頂上を降りか

けたところで，次の2人が7合貝ぐ

らいのところで，次の2人は5合目

ぐらいのところでそれぞれ凍死して

いた。生きていた生徒は擁行食糧は

全部食い尽くしていた。早く死亡し

た生徒ほど食紐を残していた。また



30

ⅢⅢllllllⅢlIlllllllIⅢ''111ⅢllllIlllllllⅢ111||,11Ⅲ|ⅢIⅢ|ⅢIⅢⅢⅢ!ⅢⅢI

間伐小径材の木毛畳床としての

利用一でんぷん系接着剤によ

る木毛板の製造と品質試験

兵庫県・工試森光正ほか

木材工業No.398

1980年5月p.18～23

間伐材を木毛に加工し，さらに，

接着剤により比重約0.2の木毛板を

作製した後，品質試験を行ない，ワ

ラ不足がいわれている畳床としての

利用を検討したものである。また，

接着剤として，より安価なでんぷん

系接蒲剤を使用したが，これはでん

ぷん単独のものと，でんぷんに段ボ

ール用でんぷん接着剤の耐水性向上

のために使用されているケトン樹脂

を添加したものの2種類を用いた。

以下，木毛板の作製（木毛，接着

剤，接着加工)，木毛板の品質試験

(吸湿による厚さ膨張率試験，圧縮

試験，曲げ試験）について詳しく述

べられている。その結果，でんぷん

接着剤を使用した木毛板で作製した

畳床は，実用的に使用可能と推測さ

れている。

パーティクルボード原料として

の熱帯材

国立・林試岩下睦

熱帯林業No.56

1980年4月p.1～8

未利用材の利用開発研究として’

パプアニューギニア材を対象とした

プロジェクトを実施し，挽材あるい

は合板原料不適材を現地あるいはわ

が国におけるボード工業の原料とし

て利用を検討してきた。本稿では，

大径木をも含めて樹種ごとにパーテ

ィクルポードを製造する際の利用適

用を解説し,とくに,未利用小径材･を

対象として,東ニュープリテン島･オ

ープンベイ地区の森林構成に応じた

混合樹種について，ボード原料とし

ての可能性について報告している。

以下，小片切削性，樹種のpHと

小片の接着剤の関係，原料比重とボ

ード材質の関係，現地におけるチッ

プ化に伴う諸問題が述べられてい

る。

木材から微生物蛋白の生産

国立・林試石原達夫

林業試験場報No.188

1930年3月p.1～3

農林水産物は石油と異なり再生可

能な資源である。年々生産された部

分の相当量が廃棄されており，これ

を原料にして微生物蛋白を生塵する

ことができれば一石二鳥であるとし

て，農林水産技術会議により「腱林

水産廃棄物の開発に関する研究」が

始められ，農林水産廃棄物から微生

物蛋白生産の研究や安全性の研究が

行なわれている。

林試．林産化学部では，このうち

「残廃材からの微生物蛋白生産」を

担当したものであり，以下，その研

究の一端として木材の加水分解，菌

体生産について述べられているが，

酵素糖化法により3種，酸糖化法に

より1種の繕化液を調製し，合計数

キログラムの菌休を生産し，畜産試

験場および家畜衛生試験場で栄養価

ならびに安全性を検討するにいたっ

ている。

グランド・カバー用ササ類につ

いて

東京GC研究会三上常夫

グリーン．エージNo.76

1980年4月p.45～48

グランド．カバー・プランツ(G.

CP)の利用は，上木との関連も

あって利用数量は急速に伸びている

が，設計や施工と生産の場での問題

点がでてきている。

本稿では,G.C.Pとしてササ類

をとりあげている。ササ類が他の

G.C.Pと最も異なる点は，地下茎

の発達であり，現在使われている

G.C.Pの素材中では最も優れてい

る。ササ類は，土壌緊縛力があり，

法面等の土壌流出を防ぐためにも大

いに役立っている。また，古来日本

各地に自生しているために，北海道

から九州まで品種によって使い分け

ができ，一般的には土質も選ばない

が，排水のよい，土中湿度の高いほ

うが生育がよい。

以下，種類，繁殖，規絡，植栽と

メンテナンス，今後の課題について

述べている。

大型機械による地栫えの利点に

ついて

旭川・士別営林署松谷一郎ほか

機械化林業No317

1980年4月P.29～37

大型機械使用による地捕えについ



ては，「刈払機地栫えに比べ経済的

に有利であり，成長量についても，

有機質を含む表土を多少剥離するマ

イナス面をもつが差はない」といわ

れているが，その実態はどうか，大

型機械使用による地栫えと刈払機使

用による地栫えについて，植栽木の

成長を主体に，生産性，経済性を併

せて比較調査した結果の報告であ

る。

以下，大型機械使用による地栫え

の実行経過と作業方法，調査の実施

経過（調査地の選定と現況，調査方

法)，実行結果の分析（経費，功程

の比較，成長の比較）について述べ

ている。その結果，直ようの場合，

刈払機地栫えに対し功程で21％,経

費で40％，また請負事業の単価で

は63％とその能率はかなり高い。し

たがって，今後，地形土壌等の条件

が許される限り，より積極的に大型

機械の導入を図り，併せて機械の改

良，開発を行なうなど適地の拡大を

することが肝要であるとしている。

土石流堆積による力ラマツーシ

ラベ林の植生変化

千葉大高橋啓二ほか

日本林学会誌62－3

1980年3月P.73～81

富士山の亜高山帯林において土石

流による土砂礫堆積の直接の影響

と，その結果裸地化したところがど

のように植生遷移するかを調査検討

したものである。

土石流堆積裸地の初期相の箇所に

は，カラマツとシラベの多数の稚樹

と少数のヤハズハンノキ，ダケカン

バなどの侵入がみられ,13年前ごろ

の古い堆積地ではヤハズハンノキ，

ダケカンバの若木が上層を優占し，

カラマツは衰退してヤハズハンノキ

・ダケカンバーシラベ林の途中相が

形成される。このように土石流堆積

地の一次遷移は，火山放出物堆積の

それとは同じ裸地上でも異なってく

患。その理由は，土壌条件が周辺の

森林形成によって湿性化し，ヤハズ

ハンノキやダケカンバの分布が拡大

したこと，またこれらの樹種はカラ

マツに比し生長が早いためである。

昭和53年5月18日妙高災害

一斜面崩壊の発生機構に関す

る考察

信州大斎藤豊ほか

地すべりNo.60

1980年4月p.1～9

斜面崩壊のメカニズムを中心とし

て，あわせて妙高災害の原因につい

て見解を述べている。

以下，崩壊地の地質概要，斜面崩

壊の発生機構（初期崩壊，主要崩

壊，継続崩壊)，種々の原因説に対

する見解（初期崩壊は斜面下方から

か？，崩壊は新旧熔岩類の境目から

か？，温泉パイプ原因説，クラック

か踏み分け道か？）について詳しく

分析している。結論として，斜面崩

壊の主な原因は，崩壊しやすい条件

を備えていた斜面に，融雪による浸

透水が増大したことにある。しかし

ながら，もともと，なだれ植生をし

めす危険な斜面を切って林道を建設

したことが，崩壊を加速させた面は

否定できない。そして，その後も適

切な防護処置を講じえなかった責任

は重いとしている。

福岡県「水源の森」基金

福岡県水産林溌‘西村太郎

グリーン．エージNo.76

1980年4月p.28～31

一昨年の89年ぶりの異常渇水に

より，福岡市，北九州市等15市町

31

村では，未曾有の水不足に直面し，

とくに福岡市で28711におよんで給

水制限が行な．われた。

このようなことから，長期にわた

る水資源の開発と確保に対処するた

め，水源地帯，とくにダム周辺の森

林の造成および内容の充実，保安林

の拡大を図り，水源かん謎機能を増

大させることとして，県は，市町村

の理解と協力のもとに，昨年10月

1日，財団法人福岡県水源の森基金

が設立された。

以下，水源の森基金設立までの経

緯，事業の内容等について述べられ

ている。

経営の再点検一監事監査につ

いて

林野庁・森林組合課桑名勝美

森林組合No.118

1980年4月p.12～17

森林組合は，地域林業の中核的な

担い手として連年事業活動が活発化

するにつれて取引も増大・複雑化

し，森林組合を取り巻く関係者も増

大し，監事監査に対する重要性が高

まりつつあることを再認識する必要

があるとして，森林組合の監事監査

について見解が述べられている。

○武藤博忠：治山行政の変遷

山林No.1152

1980年5月p.4～13

○石井寛：北海道林業の現段

階について

林業経済No.378

1980年4月p.1～6
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｢森林資源に関する基本計農林鵜
画」「重要な林産物の需要および供給に

関する長期の見通し｣が改定される

に57万ha増加している。肱大造林

の進度については，将来の人工林の

齢級別而職配椴を可能な限り均一に

する観点から，現行で昭和95年に

終了する計画を10年遅くし終了時

期を昭和105年としている。林道の

整備では，現行の目標総延長267千

kmにさらに7:Fkmを増加すること

としている。

○重要な林産物の需要および供給

に関する長期の見通し

1．需要見通し

製材用および合板・紬維板・削片

板用材は，建築職工髄の伸び率の低

下等により需要の{ll'ぴは鈍化する

ものと見込まれるが，パルプ川材は

比較的大きな伸び率が見込まれる

ことから，総滞要蝕は昭和51年の

11,210万In3から61年12,840万nl89

71年14,400万nl3達すると見込ま

林野庁は，林業避本法第10条に

定められている標題の騰木計画なら

びに長期見通しについて,l旧和48

年2月に閣議決定してこれを公表し

ていたが，その後，わが1国経済が変

動する中で，森林・林業をとりまく

情勢も著しく変化していることか

ら，法第10条2項の規定によって

これらの計画および見通しを改定す

る作業を進めていたが，5月9日の

林政審議会でその答叩がなされたこ

とから，概略次のごとく改定すると

発表した。

○森林資源に関する基本計画

森林資源に関する基本的な考え方

については，森林がもつ木材生産機

能と公益機能を調和させつつ，森林

の総合的効用を高度に発揮させる観

点から森林資源の整備を図ることと

しており，これは現行と同様の考え

方となっている。

次に,具体的計画についてみると，

施業方法別面職では，人工林施業の

対象地の見直しを行ない，現行計画

に比べ75万ha減少させており，ま

た，天然休施業のうち，ぼう芽の対

象面積を将来のしいたけの需要増大

に対応して現行の74万haからさら

’ グー ‐ー ‐q■
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2．供給見通し

国産材の供給量は，戦後の人工造

林地が徐々に伐期に達してくること

から，昭細61年に4,620万m8,71

年5,770万In3と漸増し，わが国の

森林資源がほぼ目標とする状態に近

くなるとみられる101年には8,790

万nl3に達すると見込まれる。一方，

輸入量は微増していくと見込まれる

が，南洋材および米材丸太の減少，

パルプ等製品の増加等，内容は相当

異なっていくとみられる。

3．将来の林産物需給における課題

製材用材需要の鈍化，国産人工林

材の供給増，南洋材・米材丸太の減

等,従来と異なる様相を呈してくる

ことに対応するため必要と考えられ

る課題である。

I

へと移ってきており，居住水準につ

いてもかなりの程度に改善されてい

ること。第三に，安定経済成長への

移行の中で住宅需要者にかつてのよ

うな高い所得の伸びが期待できなく

なり，加えて地illi,資材費等の上昇

により住宅取得環境が悪化している

こと等があげられる。

また，木材需要に関連する問題と

して，新設住宅における木造率の低

下傾向および単位当たり木材使用世

の減少があげられる。特に，近年，

土地供給が減少傾向にあり，大都市

圏を中心として宅地価格が高水準に

あることから木材使用量の少ない分

譲マンションが増加しており住宅建

設戸数の増加，一戸当たり平均床面

談の拡大等の動きが必ずしも木材需

要の増加につながらない要因となっ

ている。

■で。 ~■芦安I
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目＝ 三＝

薑地球の大気のなかには炭酸ガ入り，動物に食べられて地球上三
＝
＝畠 ＝目

ニスの形で炭素原子が含まれていのほとんどの生物の体内に含有三
三 三

三ますが，その炭兼原子（大部分されることになります｡＝
三 ＝

三が原子趾12のC12,1%ぐらいところで大気中のC14(､,字三
三

三がC13)のなかにごく微量の放宙線による新規補充があるため三
三 三

三射性同位原紫C14が含まれておおむね含有割合が一定である言
三 二
言います。このC14の由来は,字のに対して，いったん生物体内三
冒 ＝

冒宙空間から飛来する宇宙線でに摂収されたC14は半減期の三
三 三

鬘割鯛f壁藤驚放慨婆寵簑藤轤三 ＝
目二 三

識謹雛識射議遥鑑謹
言の‘つ少ないc理に変わった性みれば,その木材が生きていて量
三ものです。C14を摂取してから今までに三

:原蛎辮職警炭篭:鱸鑿罐

灘
冒の柑度は19の炭楽のなかで毎てC14の採り入れかたに差が曼
冒分'5個の域変が起こる程度のあること等がたしかめられてい臺
＝ 名＝

言ものだそうです。るので，それらの補正をする必三
三 ＝

旨放射晩同位原素が壊変によっ要がある場合もあります。三
三 ＝

言て減少していく有様は，峻変のこの方法による測定では今か三
目 ＝

言発生碓率が一定で現在鼓に比例ら何年前という年数が測られる言
三 三

冒して城っていくため，数式でいので，この今という時点がバラ三
＝ 三

言えば指数関数形であらわされ，バラであるとはなはだ不便で三
＝

呂＝

言完全に0になるには雌限大の時す｡そのため測定結果は統一的言
＝

冒間がかかります｡そのため普通に1950年を起点としてBP曼
冒は2分の1に減少するまでの時(beforepresent)何万年とい三
＝

冒間(半獅@l)で測っています。うように記することに定められ薑
＝

＝
＝

EC14の半減期は約5,730年とています。＝
言

昌いう大変長いものです。C14はC14は数万年も経過した試三
眉 三
匡酸衆と結合して炭酸ガスとなり料では極微量で測定が大変むず三
旨 菫

量ますが,これは普通の炭酸ガスかしぐなります｡それで放射性臺
三と見かけは全く同じです。それ炭素による年代測定は通常3,4三
呂＝ ニー

皇で植物の光合成作期で植物体に万年までが限界のようです。三
三

二＝

＝

現代用語ノートミ
：＝

：＝

：＝
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護 ；
わが国経済・社会の大きな転換

期に当たり，あらゆる領域におい

て新たな目標を槙索する間に，は

や1980年を迎えた。経済全体が

変動する時代であればこそ，わが

国経済・社会の中における森林の

位世，林業の位悩をより確かな方

向に向けシフトさせる好期といえ

よう。80年代は，この要諦に対

応する戦略目櫻は当然のこと，さ

らに一歩進めた具体的な実践プラ

ンの提示が望まれる|}#代である。

本譜はこうした期待に対する一

つの回答であるとも考えられる。

その回答を導き出すに当たり著者

は，社会生活のあらゆる領域にわ

たり森林と人間のかかわり合いを

歴史的に測及して改めて問い直

し，その教訓を現代に投影すると

いう方法論を試みているが，本普

はその1ステップとしての中間的

なとりまとめと考えられる。

この問い直しに関する著者のス

タンスは，森林の利用保全の社会

体系を「"伐ること”と"伐らぬこ

と”の2つのヴェクI､ルを結合さ

せて1つの具体的な営為となす」

（第1章）という冷徹さを貫いて

いることにある。このスタンスの

もとに，国土利用と森林のかかわ

り合い，治山・治水，林業技術体

系，林業労働力など森林利用の諸

領域において「具体的な営為」の

再点険を行ない,80年代の個別課

題を方向づける。

これに加え本番の新鮮さは，こ

れらの課題を総合化し今後の文明

社会の一拠点として「撫林環境基

地柵想」の実現を提唱しているこ

とである。森林環境埜地樅想とは

「森林を核としてつくられた文化

が生成発展する場｣であり，「森林

が内に秘めるすべての利一潜利

鍛驚蕊識

筒井迪夫著

現
代
森
林
考

病植物の葉裏一面に(時には葉表や幼茎
さ雇撫鶏鱗繍撫
び豐懸蝋鱒騨繍
霊顔:懸鰹澪逵寒鰐蕊
～一一のように全く異なる植物の間を往復して

病篭霜盤澪撫蓋難

菌雪雲蓋繍離
てさび病菌分類の基準になるが，他の胞

そ子型は種による形態差が小さく，針葉樹
のの葉さび病のように同一種に何唾類もの

さび病菌が寄生する場合，類別が難し

1い。しかし走査電顕の発達と普及により
胞子の表面構造に基づく類別が可能にな

A;Mi"f;";はコメツガ葉さび病菌八”‘た"so,極VIZ"伽"の鋸胞子で,胞子
表面のトゲが一端から他端に向かってし

｢一一 だいに小さく，ついに平滑となる特徴を

三、傷,傘爾に‘ケ薑走,…もつ艇。E
＝三コ2種とはっきり区別できる。

（林試4嚇享夫，楠木学氏提供）
、一ヘノ
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－をとり出す技術や制度や政策

が総合化される場｣(雛7章)であ

る。この構想は著者の提起する新

しい概念としての「森林文化」を

指導理念として展開する営為の形

態である。著者の提起する「森林

文化」の概念はその領域の広さ，

奥深さゆえに簡単にいい表わすこ

とは難しいが，その新たな「方向

と目標は森林の持つ多くの効用群

の現代における再評価のうえに設

定されるもの」であり，著者の定

義する「潜利」を顕在化させてい

く過程そのものでもあるように考

えられる。

本書が提起しているものは「妓

良の森林環境をつくりあげる営為

が林業である」（第3章）とする

林業研究の第一人者が広く世に問

う80年代の総合政策樅想提案の

試みであると考えられる。この意

味で林業関係者のみでなく，広く

林業以外の研究者・実務者に読ま

れ，検討されることを期待した

い。最後に著者の提案する柵想を

実現に向けて一歩進ませるために

ば，森林関係以外の営為との調和

や現実の諸行動主体間におけるコ

ンセンサスや機能分担をどのよう

に行なうかなどの理論的課題の解

明が林業関係内外の研究者によっ

て行なわれる必要があることを感

じたことを付言しておきたい。

（林政総合澗査研究所
研究員・三秘端平）
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火 山活動

火山活動（噴火）はいろいろな自

然現象の中でも，もっとも凶暴で，

かつ，美しく，限りない恐怖と驚異

の念とを起こさせる。古い噴火の記

録としては，紀元前693年のイタリ

アのエ|､ナ火山の噴火，同じくナポ

リ湾岸にあった古代都市ポンペイを

滅ぼした79年のベスビオ火山の噴

火があり，また，最近の例として

は，北海逆の有珠山の噴火，米1重iワ

シンl､ン州のセントヘレンズ山の噴

火がある。さらに，諸国の伝説や神

話にも，火山活動はよく登場する

が，昔の人々は，火山の猛威の前に

ただひれ伏し，神に祈るほかはなか

った。

火山活動に対する畏怖と尊敬の念

は昔からの火山現象名にもうかがわ

れる。大島で噴火現象をいう「御神

火」ということばは，よく知られて

いるが，これはI噴火を神の怒りとし

て恐れ敬った人々の心をよく表わし

ている。

火山は従来，その活動状況によっ

て，活火山，休火山，死火山の3種

に分類された。しかし，数-'一万年に

も及ぶものもある火山の寿命から見

れば，過去十数世紀間の活動実績は

ほんのわずかなものにすぎない。現

に，死火山とされていた火山が突

然，噴火しだした例もある。したが

って学界では，早くから，この休火

山，死火山の語は用いていない。噴

火記録はなくとも過去に噴火したこ

とが科学的に立証されたり，また現

に噴気，地熱，地震群発，鳴動など

の火山性異常気象などの見られるも

のを含む広義の活火山の世界総数は

800余数あるという。毎年，幾つか

の火山が噴火し，災害をひき起こし

たり，社会不安をかもし出してい

る｡ｾﾝﾄﾍﾚﾝス山は標間2,948

mあったが，般近の噴火で頂上部が

吹っ飛び4001nも低くなってしま

った。そのI職火は，周辺の住民，森

林などに甚大な被害をもたらした。

噴火に伴う火山i職出物は，火山ガ

ス，溶岩，火山砕屑物に大別され

る。火山ガスの主成分は水蒸気で，

ほかに，亜1旅酸ガス，硫化水素，塩

素などの有害成分を含んでいる。火

山ガスは平常でも火口やI噴気孔から

放出されていることが多い。溶岩の

流れ，または，それが固結したもの

を溶岩流と呼んでいる。溶岩流は溶

岩の岩質や噴出の条件によって，さ

まざまな様想を呈する。火山砕屑物

は，大きさや形で，火山灰，火山

礫，噴石に分類される。火山砕屑物

が高速で水平方向ないしは山腹方向

へ噴出される火山砕屑流，または，

多量の水分を含んだ火山灰砂が高速

で山麓に流下する泥流は大災害を起

こす場合が多く危険である。これら

は森林にとっての大敵でもある。火

山活動が活発になれば，森林は後退

し，その逆の場合は，森林が前進す

るという歴史が繰り返されてきたわ

けであるが，我々は少しでも森林を

前進させるための努力を続けなけれ

ばならない。(N)

この欄は綱染姿風が担当しています

ロ
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一ルの被膜を作ったものでも，いず

れも薬害が現われた。

ロスギ林分の間伐に関する研究

口地域別林業経営指標に関する研究

口山村林業に関する予備調査

口造林事業における技術選択と投資

配分の最適化に関する研究

ロクマリン系殺鼠剤の使用方法に関

する研究

口小径木を対象にしたスギ生立木の

防腐

口市町村を単位とした森林の利用区

分に関する調査研究

閥 嗣眉廟
※ここに紹介する資料は市販されなL、

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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折，一部地方スギの根系調査などを

行なって，地域適応性を調べた。今

回の既存材料では，地域適応性が高

く無欠点という品種はなかった。郷

土スギを中心に，耐雪性に富み収益

性の高い品稚群を混植することが，

当面の解決法である。

ロヒノキ適応性拡大に関する試験

ロマツタケの人工栽培技術の開発

口針集樹材に適したシイタケ等菌糸

の選抜

口蔽雪寒冷地域におけるシイタケほ

だ化促進技術の開発

ロオーウレンの育成に関する試験

ロスギ小径木による職胴床材･の試作

祇験，その他

山梨県林業試験場報告第15号

山梨県林業試験場

昭和54年10月

口天然カラマツと造林カラマツの材

質的差異について

生材から気乾状態までの縦収縮率

について，造林木は天然木より大き

く，同一樹齢の造林木では生長の良

好なものほど大きい。半径方向の収

縮性では，造林木の樹心部は著しい

収縮を示すが，天然木では膨脹傾向

を示す。縦軸方向では，造林木の根

際材が他の部位に比べて約5倍の著

しい収縮を示すが，天然木には見ら

れない。

ねじれと関係の深い旋回氷理につ

いては，樹幹内繊維傾斜は天然木，

造林木ともS傾斜からはじまり，そ

の出現パターンは地上満で異なる。

天然木の繊維傾斜度は造林木より小

さく,枝下材はS,Z方1句ともほぼ|司

じ大きさの繊維傾斜度となり，安定

した材部であることが予想される。

造林木は繊維傾斜がS傾斜のみにな

る部位が低く，これは低い枝下間と

関係があるものと考えられる。

ロシラベ雌花の外部形態の発達

ロシラベ花粉の形成と発育ならびに

花粉の採集方法

ロスギ間伐材の形質

□つつじが崎自然園の植物

青森県林業試験場報告昭和53

年度

青森県林業試験場昭和54年10月

ロスギ枝打ち林分の成長について

13年生のスギに行なった枝打ち

の6年経過して成長量や幹の完満度

に与える影響を，樹幹解析によって

明らかにしたものである。枝打ちの

有無によって，樹高，直径，材積と

も成長に差は認あられない。強度枝

打ちをすれば樹冠部での完満度が増

す傾向にある。

口林内放牧の事例調査

口県内薪炭共用林のスギ適地面積

口海岸防災林の現況と保育施業につ

いて

研究報告第10号

山形県立林業試験場昭和54年11月

口抗#k物圃によるスギ111i木の薬害に

関する研究

水稲のイモチ病を防除するため抗

生物賦のカスミンが使われ，航空機

による商淡度微雛散布を行なってい

る。近隣にスギ献畑がある場合，針

葉が黄白色または黄赤色化したり，

先端の枝さきや主軸の先端部が肥大

するなど苗木に薬害が発生する。

スギ苗木に，あらかじめ噴霧器で

潅水し，カスミンの原液，8倍，20

倍，30借液を散布したが,いずれの

澱度でも薬害が発生した。スギ苗木

にあらかじめ,OEDグリーン2%,

間街剤コーゼノール2影の溶液で被

膜を作り，翌日カスミン8倍液を散

布したところ，いずれも薬害力覗わ

れた。スギ苗木に尿素の葉而散布し

たものに,OEDグリーン，コゼノ

先進国における最近の林業政策

の展開に関する調査研究報告書

日本林業技術協会昭和54年3月

スエーデン

先進五カ国（西独･仏・瑞典・英・

米）における①民有林における森林

･林業助成施策（補助･金融および税

制)，②長期的な森林資源整備と木

材需給対策（特に需給および価格の

安定対策)，③森林の公益的機能に

対する受益者の費用負担の在り方，

等の調査のとりまとめ。

林業試験場報告No.17

福井県林業試験場昭和54年11月

ロスギ耐雪性品種の地域適応性に関

する試験

31品種18特性による主成分分
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日本林業技術協会第35回通常総会報告

昭和55年5月29日（木）午後1時より，農林年金会館（港区虎ノドIJ)1階ホールにおいて開催，会員

248名（内委任状提出者8,250名）が出席して盛大に行なわれた。

福森理事長の挨拶に続いて，国会議員代表参議院議員片山正英氏，林野庁長官須藤徹男氏，林業協会会

長柴田栄氏の祝辞のあと，第26回林業技術賞，第26回林業技術コンテストの各受蝋者ならびに本会永
年勤続者の表彰を行ない総会議事にはいった。議長に大日向英雄氏を選び~ドI把議案について審議し，それ
ぞれ原案のとおり承認可決され，午後4時閉会した。

第35回通常総会決議公告

昭和55年5月29日開催の本会第35回通常総会において次のとおり決議され

ましたので，会員各位に公告します。

昭和55年5月29日

社団法人日本林業技術協会

理菰長猪野賊

昭和54年度業務報告ならびに収支決算報告の件

原案どおり承認可決

昭和55年度事業計画ならびに収支予算の件

原案どおり承認可決

昭和55年度借入金の限度額の件

原案どおり承認可決

任期満了に伴う役員改選の件

別記のように決定

福森友久氏を顧問に推薦の件

緊急動議により本案が上程され福森友久氏を顧問に推聴した。

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

I昭和54年度業務報告

昭和54年度は財政健全化の影響や一般経済界の構造改変の渦中にあって，当協会の事業実行も少なか

らぬ苦心を要したが，会員ならびに関係方面のご支援によって，おおむね1蝶計画を完遂することができ
た。

なお，運転資金については，借入限度額250,000,000円の範囲内で運営することができた。

1．会員関係（会議・支部活動など）

（1）会員数（昭和55年3月31日現在）

1,162名

155
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6

41
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員
員
恥
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く

個人

特別会

283塔

124

220

4，650

5,940

1,277（内学生
180

林野庁支部

林業試験場支部

森林開発公団支部

営林局支部

都道府県支部

大学支部

本部直結分会
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934）
14,031(昨年同期13,962)淵合



38

（2）会員への還元

a)会誌『林業技術』の配布。b)技術参考図書の配布（『リモートセンシングー林業的利用の基礎
知識』中島巌著)｡c)林業手帳の配布。d)ファイル，バッチの配布。e)出版物の会員割引。
（3）総会

第34回通常総会を昭和54年5月29日，農林年金会館において開催した。
（4）理事会・常務理事会を次のとおり開催した。

理事会（54.5.29)，常務理事会（54.5.11,9.27,12.18,55.3.26）
(5)a)支部連合会および支部の活動のため，次の交付を行なった。
I)支部交付金，Ⅱ）支部連合大会補助金，Ⅲ）支部活動補助金
b)支部連合大会（合同支部連合大会）を次のとおり開催し，本部より役員が出席した。
東北・奥羽合同支部連合大会（仙台市。54.8.23）九州支部連合大会（長崎市。54.10.13）
関西．四国合同支部連合大会（高知市。54.10.24）中部支部連合大会（富山市。54.10.28）
北海道支部連合大会（札幌市。54．11．2）

2．事務局の組織

（1）機構

総務部（総務課，事業課，編集室)，経理部，企画室，指導部，測量部（森林航測コンサルタント
室，空中写真室)，調査部，技術開発部，検査部
（2）役職員（昭和55年3月31日現在）

常勤役員〔理事長(1名)，専務理事(1)，常務理事(1)，理事(兼部長)(3)〕，顧問4名，職員77名，
（計87名）

3．機関誌の発行

会誌「林業技術」の編集にあたっては，林業技術関連情報を迅速適確に会員へ伝達すること，ならび
に主要な林業技術の解説を中心に会員相互の技術向上に役立つ記事の充実に努力した（発行部数No.
445～456合計180,000部)。

4．技術奨励

第25回林業技術賞,第12回林業技術奨励災,第25回林業技術コンテスト等の審査を行なった。また
支部主催の研究発表会，営林(支)局ならびに地方庁主催の研究発表会に本部より役員を派遣するととも
に入賞者に対しては記念品を贈呈した｡また林木育種協会との共催にて林木育種研究発表会を行なった。
その他第27回森林・林業写真コンクール(後援・腿林水産省/林野庁)，山火事予知ポスター(標語お
よび図案)の募集を行なった。

5．技術指導および研修等

（'）林業技士養成事業：腱林水産事務次官ならびに林野庁長官通達にもとづく森林・林業に関する技術
の適用，普及等の適正な推進を図るため，専門的技術者の潅成および登録を行なう林業技士養成事業
を昨年度に引きつづき実施した。

（2）技術指導：林業技術の|句上とその普及に資するため，本会役職員を国際協力事業団，林業講習所そ
の他に講師として派遣した。（31件）

（3）受入研修：国内外より，森林航測，造林研修等の研修生を受入れた。（5件11名）
（4）職員の研修：本会職員による業務研究発表会を行なったほか，生活環境保全林の現地研修を行なっ
た。また国際協力事業団が行なう昭和54年度派逓前専門家等中期研修に職員1名を参加させた。
6．林業技術の研究と開発，改良

本会の重点事業として，その推進に努力した。これらの内容は，別項「調査研究の実績」に示すとお
りであるが，自然環境の保全や水資源確保など森林の公益的機能の解明とその維持向上に関するものが
多くなった。

また航測部門では，赤外線空中写真の撮影およびLANDSAT人工衛星データの映像解析技術の研
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究を進め，その基礎データの整備をはかるとともに，これらの情報の森林・林業への活用の技術開発に

努めた。

【調査研究】森林の公益的機能に関する調査・研究，林地開発規制の技術埜準調査，森林施業の基礎

調査，その他“…30件

【航測研究】松くい虫被害発生および防除効果調査，リモートセンシングによる森林の撒能と斑境の

モニタリング手法の開発・調査，その他……60件

7．航測事業

（1）撮影

長焦点カメラ(RMK･A30/23)による撮影成果は，崩壊地多発地滞の山腹工，渓間工など治II1全

体計画樹立にいっそう効果が認められ，赤外カラー撮影成果は，松くい虫被害調査，就中その予測ま

たは防除効果の解析に大きな役割を果たした。なお，森林計画樹立事業における撮影は，従来の18

cm画枠（焦点距離21cm)から23cm画枠（焦点距離21cm)カメラに切り替えて実施し，効果的で

あった｡(撮影件数13件。数量584,100ha)

（2）測量

森林基本図の作成はほとんど終了し，これに代わって写真地図（オルソフォトマップ）の作成が進

展した。また経年変化による森林基本図の修正（改描）が行なわれた。さらに治山関係では，大縮尺

地形図の作成の要請が増大した。

地形図作成14,689ha(13件）写真図作成110,816ha(5件）

地貌図作成18,671ha(8件）地形図修正17,827ha(4件）

林相図および地番図86,780ha(7件）写真地図作成17,250ha(1件）
等作成

（3）空中写真作製

空中写真の効果的な活用について普及を推進するとともに林野関係（林野庁，都道府県）の空中写

真は，林野庁との基本契約に基づき，本会が作成頒布を行なった。近年，写真図作成の進展に伴い，

写真作成枚数も増加し，写真作成の受理件数は約2,500件にのぼっている。

ポジフイルム(10,353枚),密着写真(76,257枚),引伸写真(84,257枚),その他(12,506枚）

8．航測検査

国有林・民有林の森林計画関係空中写真測量事業の成果については，統一的かつより高水準なものと

するため，林野庁が指定する機関の精度分折を受けることになっており，本会がその指定を受け，糖度

分析を実施した。

空中写真撮影成果精度分析(4,288,200ha),空中三角測鐘成果精度分析(1,161モデル),地形図

成果精度分析(294,825ha),写真地図成果精度分析(136,850ha),写真図成果蒲度分析(452,038

ha)

9．調査事業

森林に関する調査は基礎資料の蓄積が必要であり，また空中写真の効果的な利用によってその能率化

と精度向上が可能であるので，本会の重点事業としてその推進に努力している。その内容は別項「調査

研究の実績」のとおり。

森林調査17,806ha(7件),治山調査18,947ha(6件),林道環境アセスメン|､および路線の

選定264km(11件),生活環境保全林整備計画調査1,680ha(24件),森林総合利用診断調査

（9件)，その他特殊調査（16件）

10．国際協力事業

国際協力の一環として次の事業を行なった。

（1）台湾へのスギ種子の輸出(630kg),フランスへのスギ・ヒノキ種子(51kg)の輸出

（2）海外研修員の受入れ（3件，7名）

（3）林業開発技術協力
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ブナカット地区森林造成開発計画調査に係る土壌調査および森林造成計画等策定（インドネシア)，

南スマトラ州ムシ河林業資源調査に係る空中写真の図化，森林調査，流域管理計画の策定（インドネ

シア)，南スマトラ森林造成技術協力計画i実施設計に係る技術提供（インドネシア)，海外林業開発推

進事業に伴う現地調査計画（団員派適）（インドネシア)，海外林業資源環境基礎調査（マレーシア)，

南部パラグアイ農林業開発技術協力計画林業実施設計（パラグアイ)，パラグアイ林業開発計画（短

期専門家派遣）（パラグアイ)，林業開発協力事業基礎一次調査（団員派遣）（ペルー）

11．図書出版

「農山村振興と小規椣林業経営」（黒田辿夫編著)，「現代森林考」（筒井辿夫著)，「日本の林業・林産

業（英語版・日本語版)」（林野庁監修・日林協編)，「林業補助金の実務（追録)」（林野庁監修)，「森

林組合検査必携（追録)」（林野庁監修)，その他森林航測(No.124～127),林業手帳，林業ノート，山

火事予知ポスター，担当区ノート，パンフレット「林野行政のあらまし(英語版)｣，「国産材産業振興資

金制度のあらまし」等を出版した。

12．物品の製作および販売

デンドロメータ，実体鏡，点格子板，斜面測量器などの測定機器類，写真保管庫，興林靴，気象観測

機器類の販売を行なった。また，映画「木への期待－その良さと有効利用」（林野庁監修，16ミリ，

カラー，22分）を製作したほか映画プリントの販売を行なった。

13．資産管理について

（1）部分林（18.05ha・静岡県熱海市泉国有林内）の除伐・枝打ちを行なった。

（2）日林協別館は昭和55年3月3日竣工した（鉄筋コンクリート建3階，延面積213.5坪)。別館の利

用状況は次のとおり，＜1階＞航測関係機械室く2階＞林業関係団体へ貸室く3階＞本会事務室，資

料室，会議室，一部林業団体へ貸室

（3）草津保養所は昭和42年に開設し今日に至ったが，地主からの返還要求のため昭和55年3月15日

に閉鎖した。

14．調査研究の実績[（）は委託機関名］

（1）人工林林分密度曲線図作成（林野庁）

（2）赤外線カラー写真による松くい虫防除効果調査（林野庁）

（3）リモートセンシングによる森林の機能と難境のモニタリング手法の開発調査（林野庁）

（4）斐伊川流域管理計画調査（林野庁）

（5）矢作川流域管理計画調査（林野庁）

（6）国有林野等活用腱用地開発調査（林野庁）

（7）林地開発技術基準調査（林野庁）

（8）空中写真利用による山腹工実施設計（名古屋営林局）

（9）空中写真利用による治山全体計画調査（大阪営林局）

⑩人工林収穫予想表等作成（北海道･岩手･宮城･秋田｡1I1形･福島･新潟･富山･石川｡福井県）

伽空中写真利用による治11l調壷（熊本営林局）

⑫保全計画調査（岩手県）

⑬林道予定路線の選定と環境アセスメント（林道全体計画調査および測量設計）（岩手・山梨・富山・

岐阜・大分・熊本・新潟・北海道・森林開発公団）

⑭生活環境保全林整備事業計而調査（宮城・栃木・福井・岩手・鳥取・千葉・岐阜・愛知・静岡・三

重・和歌山・新潟・岡山・兵庫・山口・京都・高知・宮|崎県）

卿森林の機能別調査（福島・宮崎・鹿児島県）

⑱平地林効用調査（茨城県）

伽立山池とう保護対策調査（富山県）

⑱立山道路沿線自然生物定点調査（富山県）
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流域における森林・林地保全条件調査（福岡県）

重要水源山地整備治山事業全体計画調査（沖縄県）

本川PS稲村調整池湖岸保全設計調査（四国電力株式会社）

幕張海浜公園緑化技術調査（千葉県企業庁）

飛砂防備保安林調査（中部電力KK・東京電力KK・秋田市）

国営草地弟子屈地区の土地利用および保全計画調査（北海道開発局）

魚つき保安林の環境調査（東北電力KK・動力炉核燃料開発事業団）

樹木活力調査（道南地熱エネルギ一KK)

森林調査（森林開発公団大阪支所）

モデル緑地追跡調査（日本緑化センター）

林分密度管理図の作成（林野庁）

複層林施業実態調査（林野庁）

適地適木全国総合化調査（林野庁）

定住圏域および関係流域における水源林整備調査（林野庁）

カモシカ生息地における森林施業に関する調査（林野庁）

特用林産物等需要開発委託調査（林野庁）

特定地域森林施業基本調査（北海道の広葉樹施業）（林野庁）

南木曽地区における風倒跡地を主体とした生育不十分な林分の施業方法調査（長野営林局）

上高地・乗鞍・美ケ原地域の国有林と地域社会の関係調査（長野営林局）

鳴子ダム貯水池周辺緑化計画検討（宮城県）

全国植樹祭基本計画（栃木県）

全国植樹祭会場造成測量設計業務（栃木県）

八溝県民休養公園実施計画（栃木県）

大井川上流地域崩壊地および森林調査（建設省）

温井ダム潔暁調査（中国地方建設局温井ダムエ事々務所）

玉川ダム貯水池周辺緑化計画検討業務（玉川ダムエ事事務所）

北九州共同福利施設基本設計（国際航業設計事業部）

北九州共同海福利施設奥洞海地区実施設計（国際航業設計事業部）

森林総合利用促進事業診断（9市町村）
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本年度，『林業技術賞』『同努力賞』ならびに『林業技術コンテスト』の各受賞者は次のとおり決定，第35回
総会席上で表彰式が行なわれました。

第26回林業技術賀「トラクタウインチワイヤーの引出し装置の開発」
「"大阪式リモコンチェンソー架台"の開発普及について」北海道営林局日高営林署

大阪営林局開発プロジェクトチーム斉藤末蔵・西嶋幹夫

「崩壊地の山腹工法の新たな工法として軽量認枠土留工法の 「ヒノキ苗木養成jW間の短縮について」

開発についてj 長野営林局松本営林署

大阪営林局三次営林署佐々木佐多目小林正一・上条久芳・増田長雄
「Allilll|式モノケープルの二点吊り索自動切断装置の考案」

「三璽県式グリップモノケープルおよび多支間半架線式索道
三亜県溌戸林産株式会社宮川事業所中村仁志夫

の開発について」

三霞県林業技術センター金沢啓三く林業技術協会賞＞
「土袴落し器の考案について」

努力賞旭川営林支局上川営林署野村正遊
「MS式ワイヤレストラホーン(集材磯)W有雌線インターホー 「|1Mi畑における防風垣蝋定職の若案について」
ン)の改良について」帯広営林支局広尾営林鵜
北見営林支局白滝営林署支湧別製品事業所坂田光治松尾馨・白石英夫

北見営林支局白滝営林署伊藤孝胴 「トドマツ人工林間伐の指針図作成について」
滞広営林支局弟子屈営林署田中靖一

第26回林業技術コンテスト「空中澗火剤の調製と柿給装趣について」
＜林野庁長官賞＞青森営林局青森運輸営林署小山内吉郎
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昭和54年度収支決算報告書

（1）損益計算書
自昭和54年4月1日
至昭和55年3月31日
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昭和55年3月31日現在（2）貸借対照表

借 方 貸 方

計
△
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未払金

短期借入金
一

別 受 金

預り金

仮受金

長期借入金

退職給与引当金

計小779,156,900

正味資産’‘2‘’’'4,"0

1,827,500

1,800,000

円

11，0“,880
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０
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９
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今
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０
０
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７
０
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０
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０
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０
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０
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９
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２
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２
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（4）剰

1．

2．

余金処分

繰越剰

当期剰

余金

余金

計

これを次のとおり処分する。

1．繰越剰余金

原案どおり承認可決

34,896,534円

4,589,235円

39,485,769円

39,485,769円

上記社団法人日本林業技術協会の昭和54年度業務報告，収支決算報告（損益計算書，貸借対照表，財

産目録）について監査の結果，すべて適法かつ正碓であることを認めます。

昭和55年5月29日

監事五十嵐英一

監事新庄稔

Ⅱ昭和55年度事業計画

【事業方針〕

；社会・経済情勢の不確実さを増す1980年代を迎え，この困難な時代を生きぬく鍵は技術革新であると

いわれている。さらに国民のニーズが資源・環境問題への指向を強めることが予想されるので森林や林業

に関係の深い我々の使命は技術を駆使して，健全で豊かな森林資源を造成し，その高度な利用を図ること

である。

このような秋にあたり，我々林業関係技術者は，いっそう団結を強固にして，国際的視野のもとに識見

を高め，技術を研鑛し，わが国森林，林業の発展に全力を傾注し，もって国民の幸福と繁栄に貢献しなけ

ればならない。この意味で本会はわが国林業技術者の要として，14,000名の会員の職能活動に資するこ

とを任務として，事業の展開を企画するものである。

よって昭和55年度事業は下記に重点を指向するものである。

1．組織活動の強化と機関誌の充実

2．林業技術の研究および開発改良

3．調査ならびにコンサルタント業務体制の拡充

4．海外への技術協力体制の整備充実

また，財政基盤を安定し，公益事業に寄与するために，航測事業をはじめとする収益事業を積極的に推

進するものとする。

【事務局機構について】

事業の複雑化に対応して本会業務運営の円滑･化，能率化をはかるための組織を検討する。
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昭和55年度予算書

収 入

100

800

０
０
０

０
０
０

０
０
５

‐
１
３
９

０
９
０

２
３
１

合計'1,220,00011】,220,00011合計'1,220,000111,220,000

【資産管理その他】

1．部分林について枝打ちを主とした保育を行なう。

2．草津保養所の廃止に伴う各種整理事務と精算事務を進める。なお，これに代わる厚生施設について

検討する。

3．別館に資料室を設置したので，既存の図書・資料等を盤理保管し，今後内容の繋備充実をはかり本

会業務および会員の技術開発のために役立てる。

Ⅲ借入金の限度額の件

昭和55年度の借入金の限度額は前年度の実行結果ならびに本年度の見通し等を勘案して，前年度同

様250,000,000円とすることに承認を得た。

項 目

会費収入

研究指導収入

航測検査収入｜‘5,｡｡｡|航測検査収入
一般事業収入

航測事業収入

千円

“,000

191，000

142,500

3607000

会費収入

技術指導収入

調査研究収入

航測研究収入

出版収入I

〃Ⅱ

図書販売収入

広告収入

物品販売収入

映画収入

撮影収入

測量収入

写真収入

千円

34,000

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
，
，

１
０
０

２
０
７
１

35,000

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
０

，
夕
日
，
，
３

５
０
１
１
５
０

４
２
６
１
40'000

０
０
０
０
０
０
，
〃

０
０
６
６
１
１

項 目

通 元 費

研究指導費

航測検査費

一般事業費

航測事業費

千円

61，600

217,300

33,200

137,300

316，800

会誌発行徴

交付金

補助金

技術奨励費

技術指導費

調査研究費

航測研究費

航測検蚕費｜，3,2｡。
出版賀I

〃Ⅱ

図書購入費

広告募集費

物品製作費

映画製作費

撮影費

測量費

写真作成磯

千円

45,600

2，200

700

13，100

０
０
０

０
０
０

４
◇
３
６

１
１
９

５
０
１

２
１
８
１

０
０
０
０
１
９
，
牙

４
９
４
１

900

''300

61，100

10，000

35,200

138,200

143,400

調査事業収入’292,500 調査収入 292,500 調査事業費 248，100 調査賛 241

国際事業収入’’50,000 国際事業収入 150,000 国際事業費 135,400 国際事業費 135,400

その他収入 15，000 会館収入

受取利息

雑収入

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
７
，

６
６
３

その他費用 70'300 部分林費

設術備品蟹

建築磯等返済

予備費
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Ⅳ任期満了に伴う役員改選の件

下記のとおり改選した。

》
》
》
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

猪
小
伊
尾
大
大
栗
神
塩
辻
中
滑

事
事

理務
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

常
理

加藤

谷口

川名

桑山

谷井

宮下

筒井

山田

星長

田ノ木

五-'一嵐

新庄

義
平
明
夫
男
雄
夫
夫
紀
栄
一
稔

野
畠
藤
崎
福
矢
原
足
島

砿
吉
三
幸
男
寿
浩
浩
一
郎
碩
男

子
四

俊
清
克
喜
勝
厚
良
災
常

弘田

光本

梶山

島

新岡

人見

佐々木

大日方

能勢

字田

石田

横田

尊勇

政光

正之

俊雄

好栄

啓治

益人

英雄

誠夫

定統

基隆

英雄

事
事

″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

理
監

正
純

秀
俊
安
辿
茂
克

村

川

災

出議案について審議した。

◎技術奨励

昭和54年度鳥取県造林コンクー

ル（間伐の部）の最優秀者に，鳥取

県林業技術協会通常総会において，

本会より賞状，賞品を進呈した。

◎講師派遣

1.長野県コンサルタント協会の依頼

により，同協会が行なう昭和55年

度技術研修会（6月10日）の講師と

して，次のとおり派遣した。

内容：空中写真による林道計画

識師：梶山常務理事山下課長代

理

2.林野庁林業講習所の依頼により，

養成研修専門科の講師として次のと

おり講師を派遣することにした。

期日：6彪4～25

内容：空中写真

講師：渡辺技術開発部長代理

◎海外派遣

中国造林事業協会の招請により，

造林技術指導のためつぎのとおり台

湾に派遣することにした。

期日：6/20～7/1

講師：坂口顧問，吉岡参事，黒沢

課長

◎理事会

昭和55年度第1回理事会を次の

とおり開催した。

日時：5月29日11時より

ところ：農林年金会館会議室

出席者：福森，小畠，堀，大福，

神足，高見，弘田，尾崎，大矢，塩

島，滑川，能勢(代理)，加藤，大日

方，梶山,吉岡,川名,谷井,宇田，

田ノ本，島，（監事)五十嵐，新庄，

（顧問）坂口，蓑輪。

委任状9名，総員34名

議事･…･理事長挨拶ののち総会提

昭和55年6月10日発行

林業技術
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■好評発売中.／

木材需給の動向と我が国林業
鹿児島大学教授赤井英夫著A5判250頁2,000円(〒200)

これまでの木材需給ならびに林業の動向を考察すると共に、これからの木材需給を展望し、それらをふ

まえて木材滞給をめぐる林業の問題点と、今後進むべき基本的方向とを明らかにしようとした、需給問

題のベテランが久方振りにまとめた林材界待望の書である。

森林資源論研究日本の造林百年史
萩野敏雄著A5判上製98頁1,800円〒160林政総合協議会編2,500円〒200
r森林資源｣とは何か｡著者の永年の研究成果を災録しこれからの造林の在るべき姿を考え探るために我が国
た我が国初の『森林没源総｣。森林資源は商品ではない の造林事業と造林施策の移り変りを部門毎に記述した。

とし、林業関係行政マン等に思考の変革を迫る番。

立木幹材積表
間伐のすべて 東日本編 1,200円〒160
－生産から搬出･加工･販売まで－

1,200円〒160

坂口勝美監修’’000円〒",駕簿画課編
現場の人達にもわかl)易い、権威者による平易な解説。

密学蓉か2弓I上から川下童での-撤した著述｡林道災害復旧工法事例集
労務管理論《改訂最新版》日本林道協会編A5判284頁2,500円〒共
片岡秀夫著2,000円〒200災害復旧.刈;の般計便宜のため、実際に施工された復

鱸鋤臓霧対鱸や鬮櫛林の臘勤制などここ数年の変化鯛;卿騨蝋鰯鰄熟撫謬
を踏まえた待望の全面改訂版。

日本林業成熟化の道林道規程・解説と運用
地域林業の主体をどう形成するか日本林道協会1,500円〒共

林道規程の運用について逐条解説した唯一の必携書。北川泉編著2,300円〒.200

日本林業の現突を具体的に解き、日本林巣が発展して好評に応え再版なる･ノ

ゆくための新たな爽餓的諭蝋を螺き出した3"の好著。林道災害復旧の手引
続語りつぐ戦後林政史林野庁林道課監修2,200円〒共
林政総合協議会編1.400円〒!“繍欝鮭騨鱈掌での手順をわかりやす《
戦後林政の重要課題10項目について、その背紫､意図、

林業経済論一木材価格と流通一成立までの苦心談、今日的視点からの評価を語る。

図解日本の森林・林業片岡秀夫著’’800円〒160
林業界・林産業界の最大の関心事である｢木材価格論」同編集委員会編1,200円〒160
ともいうべき待望の書である。

図と解説とで日本の森林・林業の現況と問題点、今後

独和・和独林業語彙の方向をとらえることができる。

図説造林技術大金･中里他編2,500円〒160
ずべての研究者が待望していた、戦後初の画期的な独

造林技術研究会1,500円〒160
和・和独語莱。

造林技術全般に亘る写真と図によって、目でみる他に

類をみない造林技術解説書。

日本林業調査会
〒162束京都新宿区市谷本村町28振替東京6-98120査(03)269-3911悉



|●図書ご案内qOVp
林業法律〔改訂2刷〕中尾英俊・著

新書判／230頁/¥1200/〒120
林業に関する法律書が殆どないところから大学
の林科学生，職場で林業にたずさわる人びとの
ために諜かれたもので，49年の初版以後，法改
正のあった部而を改めて再版したもので．ある。

自然保護と日本の森林〔5刷〕大政正隆．著
新書判／281頁/¥1000/〒120

①自然保謹と責源保謹は表裏一体のもの，②自
然林は自然のまま放祇したときが舷も健全で安
定しているという考えは当を得ていない，③自
然破壊の背後には日本人の自然観がある，の3
点を強調している。

観光レクリエーションと森林仰木重職・著
A5判/212頁/¥1500/〒160

広い分野にわたる蝿繍なデータをあげて詳述し

た労作で，著者独特の創意が随所にみられ，企

画・設計者ならびに企業家はもとより，一般の

人び､とにもおすすめしたい好著である。

PNC板積工の設計と施工片山邦康・著
A5判/317頁/Y3000/〒200

PNC板工法について崩壊地復旧，はげ山復1R,

防災林造成，保安林盤備，地すべり防止等の諸
蕊業，斜面開墾・階段果樹園・宅地造成戦業に
伴う工噸などにおける具体例を詳述。

林道設計(7!刷〕夏|引正・著
新番判／234頁／￥1200／〒120

林道の構造，設計，施工，工事蛎務の取扱い方
について簡明平易に，設計に必要な多数の数表
をあげて解説したもので，初めて林遊設計に挑
わる人びとの良き手ijl灘である。

伐出作業〔4刷,一部改訂〕梅田三棚男・編著
新書判／266頁/¥1200/〒120

i汁仙i･実行・合理化・登料の4締からなり，こ
ｵしらを細分して，‘汁miiの立て方，伐木造材，集

述材法，合理化，作業研究，換益分li皮点，行繩
功程表，作業耽，素材規格等を実際にそくして

解説している。

続・森林経理考野村進行・著
A5判/90頁/¥1800/〒160

前著r森林経理必」は第1部，、鋪2部として国
有林に限定して述べたが，本書は鋪3部として
聯ら民有林における全国森林計仙i･地域森林計
lllli･公有林森林制画・森林施業計画を述べると
ともに前著の袖足説明を試みている。

朝鮮半島の林野荒廃の原因三宅正久・著
A5判/159頁/¥2000/〒200

帆鮮半島における森林政策，とくに日本施政時
代を中軸として朝鮮森林の栄枯盛衰を日本の森
林と対応させながら詳述している。

●こご注文は直接農林出版へ

樹木のふやし方一タネ・ホとl)から苗木まで一
関西地区林業試験研究機関連絡協議会育苗部会・編

A5判/340頁/¥3800/〒200
300余の樹種の特性ならびにタネ・ホとりから

床粋までの育苗上の要点が記載されているので
実用的利用のほか，開花・結実・発芽・発根等，
樹禰特性の怖報源としての評価も商い。、

日本森林立地図森林立地懇話会・編集
¥3000〒160

森林土壌図，植生図，温鐘指数図，年降水堂・

妓深械雪図の4図で1セット，前2図は,1/200

万地形図に彩色で土壌，械生の分布を，後2図
は1/200万の白図に鉱候要素が等値線で記載さ

れ，別に説明響を添えている。

森林の土壌と肥培〔2刷〕芝本武夫・著
A5判/142頁/¥2000/〒200

森林土壌（13節／34項),肥料（12節／38項),林
地肥嬬（3節／13頂),索引（和欧語）から成り，
冗擬にわたることをさけて基本と応用について

解説した近来にない塙帯である。

図説・広葉樹の見分け方〔3刷〕竹内亮・著
A5判/250頁/¥1500/〒160

393種を選び,葉の見かけ上の形によって分類排
列した葉形図と，これらに対応する記敏文から
成り、学名索引，和名楽引をそえている。

都市林の設計と管理〔2刷〕高橘理喜男・著
A5判/220頁/¥2800/〒160

#li!|j料も－都市生柄戦境を構成するすべての樹林

や樹木一の計画，設計，管理の実践における具
体的.f項について写真104,図73をそえて解説

しており，この分野ではわが鬮岐‘初のもの。

今日の林木育種ノi旧良吉・著
A5判/240"/¥2500/〒200

林木育繩事業に締手して以来の知識の集械によ
ってひきおこされた林水育種自体のイメージの

変化，育砿戦略の変化をとらえて現在の林木育
繩の像を拙いたもので、英文の要約を添えた。

森林調査詳説水梨謙吉・著
A5判/660頁/¥6000/〒280

森林や苗畑，各砿試験，育種など，すべての部

|肌lにわたる調盗尖例にもとづいて奪え方と計算
手順および分析結果を与えている。また材砿表

や細I)表，収椣表にI對する検討，枝打・間伐な

ど林業への実験I汁i曲i法の応用と琴察，森林訓杢

における功碓表をまとめている。

王子製紙山林事業史鈴木尚夫ほか8氏・共著
B5判/670頁/¥6000/〒280

日木林業の歴史的歩みを日本資本主義経済との

かかわり合いにおいてとらえ，日本林業の将来

の展望に有益な黄料と示唆を提供している。

’〒105東京都港区新橋5-33-2農林出版株式会社振替東京5-80543番電話03(431)0609･3922



国土地理院撮影の
昼 L L L 怪 L L

空ニロニ
可 可 可 可 心 可 可

｢カラー空中写典｣は国土庁と国土地理院の協力に

より、国土利用計画の基礎となる国土備報整備事

業の一環として計画的に縦影してい､るものです。

この｢カラー空中写真｣が広く一般に利用できるよ

うになり卿[1本地瞳lセンターの刊行で販売されて

います。弊社はその販売取次店としてご指名を受

け、多数の申込みをいただいておl)ますので麸非

ご利用ください。

<申込方法＞

●弊社の最寄の営業所にご連絡いただければ標定

（必要とする写真の選定)のうえ、日本地図セン

ターに取次いたします。

●弊社には地区と写真とが対照できる標定図(地

区名､コース名、写真番号等が記載される地図）

を取り揃えておりますので併せてご利用ください。

取次店

呪n株式会社きちと
本社〒160束京都新宿区新宿2-7-ITel(03)354-0361

●東京営業部TELO3(350)0641･03(350)0701●大阪支店TELO6(772)l41Z●四国営饗所TELO878(34)3351●札梶支店TELOll(631)“21●旭川出張所TEL

0166(47)2271●松本営梁所TELO263(26)8708●新潟出張所TELO252(43)2325●墹王支店1ELO488(24)1255●筑波営業所TELO298(51)8171●俄渋営業所
TEL“5(662)8765●名古屋支店TELO52(822)512i●北陸営柔所TELO762(23>0691●広島支店TELO822(田)7761●島根出諜所TELO853(23)2383●山口出

喪所TELO835(24)1582●禍同支店TELO92(271)0797●熊本営繋所TELO963(82)6947●北九州営粟所TELO93(951)詞51●㈱沖純きもとTELO988(68)5612
●㈱東北きもとTELO222(66)0151●㈱東北心もと青森出張所TELOl77(77)7148

’ ’

斜 量器新しい時代に､新しいタイプの…
TRS-eWe､¥SS廻ﾛﾛ･(しiブ尋ｹーｽ付）狸 ●本器の特長
|TRs-已己d¥ss睡鰔司 ）ロヨ

諺 斜面測量には，いろいろ地形的な

悪条件が伴ないます．本器|こより，

測量の省力化と悪条件を克服？

|『動〃、鞭うり
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林野での山地の斜面林道の横断則量

林道および鉄道卿瞳両側の測鐘

考古学，地質,断層崖の測量

iiIDIIの堤防の斜面測量

宅地造成のいろいろな斜面測鐘

その他あらゆる綴価測量にご利用下さい．

態雪覇贄患i,,"}辮線の作“
●ご一報あればカタログ進呈いたします。
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写真が語る緑地の木質
10数万枚から厳選した珠玉の緑地景観

1枚1枚の写真が著者の緑地観を語る

全国民的見地からの緑地論の決定版ノ

o章縁りな，到景
1章都市と周遡T緑化
2章都市の近頁緑郡
3章皀然竺園
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